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迎  春
本号は未入会の先生にも
お送りしました。

入会案内2面参照
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明けましておめでとうございます。

昨年は、立憲主義を無視した「安全保障

関連法」の成立、マイナンバー法の稼働など、平和と人権を掲げ

る石川県保険医協会にとっては厳しい年でした。それでも、

「SEALDs」などの新しい運動形態の出現や、法案成立後も続く反

対運動など、希望の光も見えています。

一方、県内に目を向けると、子ども医療費助成制度において、

長年、保険医協会が要望してきた、市町の現物給付化を県が認め

るという大きな成果がありました。

保険医協会の活動では、初めての事業として、『届出医療の活

用と留意点』説明会を開催しました。適時調査対応において多額

の返還金を求められるなど、病院経営に大きな打撃を与える可能

性があることから、病院会員の関心が高かったようでした。

今年は、診療報酬の改定の年です。改定への対応は、保険医

協会最大の事業として取り組んできたところです。

診療報酬の引き上げと患者負担の軽減について、保団連・保険

医協会は会員の皆さまの署名協力を背景に鋭意取り組んできまし

たが、今年は介護保険や年金に大きな動きがないことから、税と

社会保障の一体改革に基づく社会保障費の圧縮を、診療報酬の

みに求めることとなり、前回に引き続く実質マイナス改定となるよう

です。

すでに高い評価が定着している、保険医協会の診療報酬改定に

係る検討会・説明会では、医科・歯科ともに、これまでにもまして

分かりやすい検討会・説明会を実施する予定です。さらに、改定

内容はもとより、施設基準や算定要件に関しても不合理な点があ

れば、粘り強く厚労省に働きかけていきます。

各部の行う事業について、保険診療における診療水準の向上を

目指す取り組みでは、医療機関全体の水準の向上を目指すのはも

ちろん、「人権のにない手」である医療者として、人間の尊厳をよ

りいっそう前面に打ち出した事業を進めていきたいと考えています。

また、昨年末に協会のホームページを一部リニューアルしました。

動画のコーナーや書籍のコーナーを独立させ、見やすくなるよう改

良を加えました。是非ともアクセスしていただきたいと思います。

自然減による会員数の減少に、歯止めがかかりません。それでも

新入会員が一定程度あり、会員数はほぼ現状を維持しています。

昨年度、お約束した勤務医会員の増加については、２０１５年も押

し迫って、ようやく勤務医・女性医師対応が具体化してきました。

なんとか、会員増につなげたいと思っています。

今年も、協会活動の目的達成を目指して、執行部一同奮闘する

所存です。会員の皆さまのご協力をお願いして、年頭のごあいさ

つとします。

七尾会場
とき■

ところ■

2016年3月27日（日）
午前１０時半～午後０時半

七尾美術館・アートホール

金沢会場
とき■

ところ■

2016年3月27日（日）午後3時～午後5時

石川県地場産業振興センター 
本館・大ホール

■テキスト／『新点数改定のポイント2016年4月版』
■講師／保険医協会講師団

■テキスト／『歯科診療報酬2016年改定の 要点
　　　　　   と解説』
■講師／保険医協会講師団

電話：076(222)5373  ＦＡＸ：076(231)5156
ishikawa-hok@doc-net.or.jp

◎参加資格は、会員および院長が会員の医療機関スタッフに限ります。
◎詳細・申し込み方法につきましては、後日、会員あてにお送りする案内チラ

シをご覧ください。

開催予告

医
科

とき■

ところ■

2016年3月24日（木）
午後７時～午後９時半

金沢都ホテル ５階・加賀の間
歯
科

2016年医科・歯科新点数検討会

石川県保険医協会

協会活動の目的達成を目指して、執行部一同奮闘します
会長　西田　直巳（金沢市・小児科）

2016年・新年に寄せて

石 川 保 険 医 新 聞 第525号（1）2016年1月15日（毎月15日発行）



保険医協会会員だけの
共済制度に加入できます。
●病気・ケガの強い味方

休業保障共済保険
●リタイヤ後の生活設計に

保険医年金
●万一の時の大型保障

グループ保険

保険医協会会員だけの

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査などについての情報提供
やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会や経営に関する情報交換、税務・雇用に関する講演会なども開催しています。
医科・歯科の共同体を活かし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

能を育てましょう（食育パンフ）』など石川協会オリジナルの書籍をたくさん発行しています。
月に１回本紙『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報や会員からの楽しい
投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。

1 診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く

日常の保険請求
1
2
やご相談にも応じています。
2

3 共済制度共済制度33
4 新規開業医懇談会4
5

保険医協会会員だけの保険医協会会員だけの
医科・歯科の共同体医科・歯科の共同体55
6
県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

休業保障共済保険
共済制度に加入できます。 医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

保険医協会会員だけの
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。66
7

月に１回本紙

休業保障共済保険 能を育てましょう（食育パンフ）』など

月に１回本紙

休業保障共済保険 能を育てましょう（食育パンフ）』など
7

8

グループ保険 会員同士の交流会、文化企画グループ保険
投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画

8

9

メリットが！
たとえばこ

んな
たとえばこ

んな

注目

保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。
保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。

保険医協会にぜひご入会下さい！

●入会の条件／保険医であり、石川県保険医協会の目的（保険医の権利擁護と国民医療
の充実）に賛同いただくことが入会の条件です。

●入会手続き／入会手続きは、「入会申し込み書（ハガキ形式）」および会費等納入のため
の「預金口座振替依頼書」に必要事項をお書きいただくことで完了します。

●会　　　費／ 勤務医  ３,８００円／月開業医  ４,５００円／月
※入会金はありません
※３カ月分ずつ年４回（1，4，7，10月の25日）ご指定の預金口座から自動引き落とし
※協会は任意団体ですので入退会は自由です。退会される場合は、「退会届」用紙のご提出をお願いします。

石川県保険医協会
電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/●入会をご検討いただける方は、協会までご連絡ください。先生のご都合の良い日時に事務局員が説明に参ります。

入会方法
医科 726人
歯科 298人

会員数　1024人

協 会 の あ ゆ み協 会 の あ ゆ み 理事会・専門部活動理事会・専門部活動

理
事
会

歯 　 科 　 部 歯科新点数検討会、多彩な講演会、食育プロ
ジェクトなど

学 術・保 険 部 医科新点数検討会、よろず勉強会、医師とコ・
メディカルのための講演会など

医 療 福 祉 部 『病院マップ』『福祉マップ』の発行、社会保障
セミナー、在宅医療講演会など

機関紙・文化部 『石川保険医新聞』の発行および文化企画、
ホームページの運用

経 営・共 済 部 休業保障共済保険、保険医年金、グループ保
険の普及・運営など

総務部・財政部 医療改善運動、原発・いのち・みらいプロジェ
クトなど

石川県保険医協会は、全国22番目に発足しました。
1971年の保険医総辞退事件のころから石川協会設立の準備がはじめ
られ、1975年、104人の会員をもって設立されました。
現在、1,024人（医科726人、歯科298人：2015年12月現在）の医師・
歯科医師を会員とし、全国組織の保団連（全国保険医団体連合会・会
員10万4千人）に加盟しています。
保険医協会の目的は、「保険医の権利と生活を守る」ことと「国民
の医療と福祉を充実させる」ことです。石川県保険医協会では、この
目的達成のために、現在、６つの専門部を設けて活動しています。
また、県内のあらゆる医療・保健・福祉の分野でご活躍の団体、個
人の方々との交流・協働を大切にしています。

──石川県保険医協会では
　　日常診療に役立つさまざまな活動を行っています──

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。
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保険医協会会員だけの
共済制度に加入できます。
●病気・ケガの強い味方

休業保障共済保険
●リタイヤ後の生活設計に

保険医年金
●万一の時の大型保障

グループ保険

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査などについての情報提供
やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会や経営に関する情報交換、税務・雇用に関する講演会なども開催しています。
医科・歯科の共同体を活かし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

能を育てましょう（食育パンフ）』など石川協会オリジナルの書籍をたくさん発行しています。
月に１回本紙『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報や会員からの楽しい
投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。
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保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。
保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。

保険医協会にぜひご入会下さい！

●入会の条件／保険医であり、石川県保険医協会の目的（保険医の権利擁護と国民医療
の充実）に賛同いただくことが入会の条件です。

●入会手続き／入会手続きは、「入会申し込み書（ハガキ形式）」および会費等納入のため
の「預金口座振替依頼書」に必要事項をお書きいただくことで完了します。

●会　　　費／ 勤務医  ３,８００円／月開業医  ４,５００円／月
※入会金はありません
※３カ月分ずつ年４回（1，4，7，10月の25日）ご指定の預金口座から自動引き落とし
※協会は任意団体ですので入退会は自由です。退会される場合は、「退会届」用紙のご提出をお願いします。

石川県保険医協会
電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/●入会をご検討いただける方は、協会までご連絡ください。先生のご都合の良い日時に事務局員が説明に参ります。

入会方法
医科 726人
歯科 298人

会員数　1024人

協 会 の あ ゆ み 理事会・専門部活動
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会

歯 　 科 　 部 歯科新点数検討会、多彩な講演会、食育プロ
ジェクトなど

学 術・保 険 部 医科新点数検討会、よろず勉強会、医師とコ・
メディカルのための講演会など

医 療 福 祉 部 『病院マップ』『福祉マップ』の発行、社会保障
セミナー、在宅医療講演会など

機関紙・文化部 『石川保険医新聞』の発行および文化企画、
ホームページの運用

経 営・共 済 部 休業保障共済保険、保険医年金、グループ保
険の普及・運営など

総務部・財政部 医療改善運動、原発・いのち・みらいプロジェ
クトなど

石川県保険医協会は、全国22番目に発足しました。
1971年の保険医総辞退事件のころから石川協会設立の準備がはじめ

られ、1975年、104人の会員をもって設立されました。
現在、1,024人（医科726人、歯科298人：2015年12月現在）の医師・

歯科医師を会員とし、全国組織の保団連（全国保険医団体連合会・会
員10万4千人）に加盟しています。
保険医協会の目的は、「保険医の権利と生活を守る」ことと「国民

の医療と福祉を充実させる」ことです。石川県保険医協会では、この
目的達成のために、現在、６つの専門部を設けて活動しています。
また、県内のあらゆる医療・保健・福祉の分野でご活躍の団体、個

人の方々との交流・協働を大切にしています。

──石川県保険医協会では
　　日常診療に役立つさまざまな活動を行っています──

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

理
事

　小
川

　滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

胃
ろ
う
は

 
本
当
に
や
め
ら
れ
る
か

去
る
十
一
月
二
十
九
日
、
金

沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
胃
ろ

う
は
本
当
に
や
め
ら
れ
る
か
」

と
題
し
て
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
、
五
十
二
人
が
参

加
し
た
。
四
年
前
の
金
沢
を
皮

切
り
に
、
七
尾
・
中
能
登
、
昨

年
の
加
賀
地
区
と
熱
い
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
た
こ

の
テ
ー
マ
を
、
今
回
は
再
度
金

沢
に
戻
っ
て
、
こ
の
地
区
の
地

域
性
を
考
慮
し
た
人
選
で
議
論

し
た
。

ま
ず
、
金
沢
西
病
院
外
科
・

菊
地
勤
氏
よ
り
、
胃
ろ
う
や
静

脈
栄
養
の
造
設
か
ら
管
理
ま
で

を
行
う
立
場
か
ら
、
適
正
な
使

用
と
患
者
家
族
に
「
し
な
や
か

な
」
心
構
え
で
寄
り
添
っ
て
適

応
を
決
め
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
、
県
医
師
会
理
事
と
し
て

県
内
各
地
で
ご
講
演
さ
れ
て
い

る
ご
経
験
の
豊
富
さ
で
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
続
く
、
千
木
病

院
看
護
部
長
・
田
端
恵
子
氏
は
、

膨
大
な
過
去
カ
ル
テ
を
解
析
の

上
、
胃
ろ
う
バ
ッ
シ
ン
グ
を
境

に
中
心
静
脈
栄
養
が
増
え
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
ど
ん
な
に
気

を
付
け
て
も
八
割
の
患
者
で
カ

テ
ー
テ
ル
感
染
が
発
生
す
る
そ

の
管
理
の
難
し
さ
を
報
告
さ
れ

た
。
在
宅
医
の
立
場
か
ら
は
、

わ
か
く
さ
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
・
熊
走
一
郎
氏
よ

り
、
患
者
の
思
い
を
汲
み
取
っ

て
経
口
摂
取
に
至
っ
た
成
功
例

な
ど
を
冷
静
に
分
析
し
、
極
め

て
平
易
な
言
葉
で
「
胃
ろ
う
を

患
者
に
喜
ば
れ
る
よ
う
に
使
う

こ
と
」
の
精
神
が
語
ら
れ
た
。

小
川
医
院
栄
養
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

の
手
塚
波
子
、
加
藤
寿
子
両
氏

か
ら
は
、
訪
問
栄
養
食
事
指
導

の
実
際
と
胃
ろ
う
患
者
と
の
関

わ
り
が
報
告
さ
れ
、
口
か
ら
食

べ
る
こ
と
を
支
援
す
る
取
り
組

なんでも学術！なんでも回答？

よろず勉強会

保険医協会会員
（参加は無料です）

近江町交流プラザ
　　　　　　4階・研修室１

2016年２月１８日（木）
午後７時１５分～午後８時４５分

能﨑  晋一先生
（金沢医療センター・歯科口腔外科部長）

くすりのりすく
～そのとき、お口の中は？～

医科会員のための歯科講座

テーマ

講　師

と　き

ところ

対　象

電話 076（222）5373　FAX 076（231）5156
主催 石川県保険医協会

●詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

第41回
み
が
報
告
さ
れ
た
。
今
回
は
、

胃
ろ
う
を
受
け
て
い
る
患
者
家

族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
特
別

に
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
患
者
中
心
の
医
療
の
提

言
の
場
で
あ
る
こ
と
へ
の
期
待

が
示
さ
れ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

胃
ろ
う
バ
ッ
シ
ン
グ
の
あ
お
り

と
診
療
報
酬
上
の
ミ
ス
リ
ー
ド

を
受
け
て
、
不
適
切
な
中
心
静

脈
栄
養
が
増
え
て
い
る
こ
と
の

弊
害
も
議
論
さ
れ
た
。
参
加
者

に
挙
手
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
胃

ろ
う
管
理
の
講
習
会
を
受
け
た

方
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

中
心
静
脈
栄
養
の
講
習
会
を
受

け
た
人
は
数
人
し
か
お
ら
ず
、

理事　濱田　久（かほく市・歯科）

基礎知識から全国の事例まで
歯科・保険指導に関する勉強会

本
来
、
よ
り
精
度
の
高
い
管
理

が
必
要
な
中
心
静
脈
栄
養
が
野

放
図
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
現
状
に
お
い
て
も
、
少

し
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
し
、
患
者
個
々
人
と
正
面
か

ら
向
か
い
会
う
こ
と
の
大
切
さ

が
確
認
さ
れ
た
。「
胃
ろ
う
は

本
当
に
や
め
ら
れ
る
か
」
で
は

な
く
て
、「
必
要
な
胃
ろ
う
は

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
痛
感
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）、

歯
科
・
保
険
指
導
に
関
す
る
勉

強
会
が
金
沢
都
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
二

部
構
成
で
、
講
師
は
当
協
会
の

工
藤
浩
司
事
務
局
長
と
山
本
司

理
事
が
務
め
、
悪
天
候
の
中
、

十
四
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

第
一
部
の
工
藤
事
務
局
長
の

講
演
で
は
、「
保
険
指
導
に
係

る
法
的
な
基
礎
知
識
」
と
題
し

て
、
①
医
療
保
障
制
度
の
概
要

と
保
険
診
療
の
契
約
関
係
②
療

養
担
当
規
則
③
保
険
医
療
機
関

に
対
す
る
指
導
の
法
的
根
拠
④

指
導
大
綱
の
概
要
（
都
道
府
県

個
別
指
導
を
中
心
に
）
⑤
現
行

の
「
指
導
」
制
度
の
持
つ
課
題

に
つ
い
て
説
明
し
、
最
後
に
、

日
弁
連
「
健
康
保
険
法
に
基
づ

く
指
導
・
監
査
制
度
の
改
善
に

関
す
る
意
見
書
」
の
活
用
や
、

療
養
担
当
規
則
と
現
物
給
付
・

患
者
の
療
養
を
受
け
る
権
利
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

憲
法
二
十
五
条
に
基
づ
き
、

国
民
の
健
康
権
を
保
障
す
る
た

め
の
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
わ
が
国
の
医
療
保
障

制
度
で
は
、
保
険
者
と
保
険
医

療
機
関
の
間
で
締
結
さ
れ
る
委

託
契
約
に
よ
り
、
療
養
の
給
付

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の
契
約

で
は
、
保
険
者
は
診
療
報
酬
を

支
払
う
債
務
を
負
い
、
保
険
医

療
機
関
は
療
養
の
給
付
の
担
当

方
針
に
従
っ
て
療
養
の
給
付
を

行
う
債
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
契
約
内
容
の
周
知

と
保
険
診
療
の
質
的
向
上
の
た

め
、
保
険
医
療
機
関
は
指
導

を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

厚
労
大
臣
、
地
方
厚
生
局

長
、
都
道
府
県
知
事
が
保
険
医

療
機
関
（
保
険
医
）
な
ど
に
対

し
て
行
う
指
導
に
つ
い
て
定
め

た
「
指
導
大
綱
」
で
は
、
指
導

は
保
険
診
療
の
取
り
扱
い
や
請

求
に
関
し
て
周
知
徹
底
さ
せ
る

こ
と
を
主
眼
に
し
て
、
懇
切
丁

寧
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
監
査
ま
が
い
の
指
導
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
保
険
医
療

機
関
の
診
療
の
萎
縮
に
つ
な
が

る
懸
念
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
第
二
部
の

山
本
理
事
の
講
演
で
は
、「
個

別
指
導
の
実
際
︱
全
国
の
事
例

に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
①
指
導

と
は
何
か
②
個
別
指
導
の
選
定

基
準
③
個
別
指
導
を
め
ぐ
る
最

近
の
流
れ
④
全
国
の
個
別
指
導

の
現
状
⑤
石
川
県
の
レ
セ
プ
ト

平
均
点
数
と
選
定
基
準
点
数
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
ま
と

め
で
は
、
工
藤
事
務
局
長
の
講

演
同
様
、
萎
縮
診
療
を
懸
念
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
厚
労
省
が
①
自
ら

ル
ー
ル
を
定
め
（
診
療
報
酬
改

定
な
ど
）
②
自
ら
ル
ー
ル
違
反

を
摘
発
し
（
指
導
・
監
査
な
ど
）

③
自
ら
制
裁
を
加
え
る
（
取
り

消
し
処
分
な
ど
）
と
い
う
、
他

の
行
政
機
関
で
は
見
ら
れ
な

い
、
特
異
な
健
康
保
険
法
上
の

構
造
も
指
摘
し
つ
つ
、
指
導
に

当
た
っ
て
も
困
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
と
、
撤
去
冠
の
不
使
用

な
ど
七
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
挙

げ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
か
ら
指
導

対
象
月
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ

り
、
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な

 

り
ま
し
た
。

菊地勤氏

熊走一郎氏

司会を務めた小川滋彦理事

活発な意見交換が行われ、議論が深められた
（11月29日・金沢都ホテル）

田端恵子氏

手塚波子氏

加藤寿子氏

勉強会は14人が参加し開催された
（11月28日・金沢都ホテル）

石 川 保 険 医 新 聞 第525号（3）2016年1月15日（毎月15日発行）



理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

開
業
医
に
必
要
な

　
　
　
　
　ノ
ウ
ハ
ウ
学
ぶ

新
規
開
業
医
懇
談
会

十
二
月
三
日
（
木
）
に
ホ
テ

ル
金
沢
に
お
い
て
、
保
険
医
協

会
の
隔
年
行
事
で
あ
る
、
新
規

開
業
医
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
開
業
後
お
お
む

ね
三
年
以
内
の
会
員
を
中
心

に
、
十
二
人
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
に
西
田
直
巳
会
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
参
加
さ
れ
た

方
々
の
医
療
機
関
が
、
今
後
ま

す
ま
す
発
展
す
る
た
め
に
本
協

会
が
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願

い
、
さ
ら
に
、
お
一
人
で
も
多

く
の
方
に
協
会
活
動
に
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
こ
と
を

希
望
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
全
体
会
と
な
り
、
参

加
者
全
員
の
自
己
紹
介
の
後

に
、
大
平
政
樹
副
会
長
か
ら

「
保
険
診
療
の
イ
ロ
ハ
と
指
導
・

監
査
の
実
際
」
と
題
し
て
、
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
診
療
報

酬
が
各
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ

る
仕
組
み
か
ら
始
ま
り
、
保
険

医
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
各
種
法
令
、
個
別
指
導
で
の

実
際
の
指
摘
事
項
ま
で
、
具
体

例
を
挙
げ
て
の
分
か
り
や
す
い

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
保
険
医

登
録
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

保
険
診
療
の
ル
ー
ル
を
全
て
守

る
と
承
諾
し
た
こ
と
に
な
り
、

ル
ー
ル
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い

う
主
張
は
通
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
も
含
め
て
、
保
険
診
療

の
ル
ー
ル
を
熟
知
す
る
こ
と
は

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
参

考
と
な
る
冊
子
な
ど
の
紹
介
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別
指

導
対
策
と
し
て
は
、
カ
ル
テ
記

載
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
の

重
要
性
を
、
繰
り
返
し
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、

医
科
・
歯
科
そ

れ
ぞ
れ
の
分
科

会
と
な
り
、
こ

ち
ら
は
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
の

形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
診
療

報
酬
に
関
す

る
疑
問
点
の
み

な
ら
ず
、
所
有

す
る
自
動
車
の

リ
ー
ス
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、

具
体
的
な
質
問

も
多
く
出
ま
し
た
。
ま
た
、
当

協
会
の
共
済
制
度
も
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
個
別
指

導
に
関
し
て
は
、
指
導
を
行
う

医
療
機
関
の
選
定
理
由
や
指
導

後
の
措
置
な
ど
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
会
を

閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

個
別
指
導
に
関
し
て
は
、
当

協
会
と
し
て
も
可
能
な
限
り
会

員
の
先
生
方
の
お
力
に
な
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
対
象

に
選
定
さ
れ
た
際
に
は
、
事
務

局
ま
で
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

電話 ０７６（２２２）５３７３　ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６主催石川県保険医協会
●詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。

そうだったのか！ 無歯顎補綴治療
〈応用編〉熟義歯をめざして～基本が作法～

講演抄録

講  師

と  き

対　象 参加費

ところ

第7回 今さら聞けない歯科臨床シリーズ講演会

　前回の基本編では、高度顎堤吸収症例への対処として、下顎義歯の安定と上顎義歯の吸着を図る方法を説明した。下顎では
顎堤吸収が大きくなると、唇・頬や舌から受ける側方圧の影響が強くなってくるので、人工歯の排列位置や義歯外形は筋圧の
バランスがとれたスペースに一致させることが重要となる。上顎では吸収によって顎堤弓が縮小して口腔前庭部が変化するため、

吸収程度に応じた床縁の厚みを付与して唇・頬の粘膜との接触を回復して辺縁封鎖を図る必要がある。Biometric tray は床縁の厚みを回復する
目安となるので有用である。
　義歯補綴治療では粘膜面と咬合面とは一体で、義歯床とりわけ下顎義歯床の安定なくして咬合接触の安定はない。逆に、床内面と顎堤粘膜との
位置関係が大きくずれなければ、咬合接触によって床内面は顎堤粘膜側に圧接される。吸着していなくとも維持が回復することで、不快少なく義
歯を使用できる症例は多い。
　特別な術式でなくとも基本を順守して製作され、患者さんが良く慣れて使いこなせる義歯を「熟義歯」と呼びたい。多様な患者さんの口腔内に
馴染むには、症例に則した応用力が求められるが、基本に裏打ちされた基盤がないと収拾がつかなくなる事が多い。熟義歯製作でも基本が大切な
作法と考えている。
　今回の応用編では、高度な下顎顎堤吸収症例、複製義歯を応用した症例、咬合が大きく崩壊した症例など、私の日頃の臨床術式を紹介したい。

野村修一氏（新潟大学名誉教授）
2016年２月７日（日）午前１０時００分～１２時３０分
ホテル金沢　２階　ダイヤモンド
会員医療機関の歯科医師、歯科衛生士等

参加費　　無料

●詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。

主催　石川県保険医協会

電話076(222)5373　FAX076(231)5156

野村修一氏（新潟大学名誉教授、よこごし野村歯科クリニック院長）

2016 年２月７日（日）午前１０時～午後 0 時半　  　　　　　 ホテル金沢　２階　ダイヤモンド
会員医療機関の歯科医師、歯科衛生士等　　　　　　　　　　  無料

『保険審査通信』
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

FAX  ０７６（２３１）５１５６
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」では、納得のいかない返戻や
査定があった場合に会員医療機関からお知らせ
いただき、保険医協会が『石川保険医新聞』を通
してコメントを掲載しています。
会員医療機関におかれましては、不当あるい

は納得できない返戻・査定の情報を保険医協会
にＦＡＸにてお送りください。

医
者
だ
け
で
は
な
く
、
ど

の
職
業
環
境
で
も
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン

ワ
ー
ク
だ
け
だ
と
楽
で
は
あ

り
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か

時
間
が
過
ぎ
、
歳
を
と
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
医
療
の
場
で

は
、
仕
事
時
間
が
長
く
、
他

業
種
の
方
と
の
付
き
合
い

も
、
お
の
ず
と
少
な
く
な
り

ま
す
。

来
年
還
暦
を
迎
え
る
私
が

過
去
を
振
り
返
る
と
、
趣
味

を
持
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
が
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
で
す
。
十
五
年
前

に
あ
る
き
っ
か
け
で
、
Ｃ

カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
海
が
嫌
い
で
、
泳

い
で
も
プ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど

の
私
が
、
海
の
中
の
世
界
に

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
、
他

業
種
、
様
々
な
環
境
、
世
代

の
方
と
の
お
付
き
合
い
は
魅

力
的
で
し
た
。
多
人
数
で

潜
っ
て
も
、
海
の
中
で
は
自

分
に
向
き
合
い
、
陸
に
上
が

る
と
仲
間
と
ワ
イ
ワ
イ
。
日

ご
ろ
の
鬱
積
は
、
ど
こ
か
に

飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
国
内
、
国
外
を
問
わ

ず
、
一
般
旅
行
で
は
行
け
な

い
と
こ
ろ
も
、
ボ
ー
ト
で
行

け
て
し
ま
い
ま
す
。
青
い
空

の
下
、
真
っ
白
な
海
岸
、
無

人
島
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
た

ま
ら
な
い
ひ
と
時
で
す
。
海

の
中
に
は
、
ミ
ク
ロ
の
カ
ラ

フ
ル
な
ウ
ミ
ウ
シ
か
ら
、
マ

ク
ロ
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
ま

で
、
魅
力
的
な
世
界
が
満
載

で
す
。

こ
の
よ
う
な
私
を
、
九
十

歳
に
な
る
両
親
は
、「
危
険

な
こ
と
を
し
て
、
い
つ
ま
で

心
配
さ
せ
る
」
と
言
い
ま

す
。
そ
こ
は
い
く
つ
に
な
っ

て
も
子
ど
も
、
多
少
は
親
に

心
配
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
許
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
年

の
よ
う
に
海
の
事
故
が
報
道

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
全
に
は

心
が
け
て
い
ま
す
。

浮
上
す
る
前
の
安
全
停

止
、
三
六
〇
度
上
も
下
も

真
っ
青
な
海
の
中
は
「
趣
味

を
持
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
思
う
瞬
間
で
す
。

田中　達朗（金沢医科大学病院・泌尿器科）

人とのひろがり
～スキューバダイビングで～

第１回

コラムリレー勤務医

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
切
り
か
ら
３
、
５
が
好
手
段
。

白
６
の
取
り
に
黒
７
と
取
り
返
し
て
白
死

で
す
。
黒
１
で
５
は
白
３
黒
２
白
１
で
白

生
き
。
ま
た
黒
１
で
４
は
白
３
黒
２
白
１

で
白
生
き
で
す
。

囲

解
答

碁

（６は５の左）
（７は５のところ）

2
1

5
43

☗
１
二
飛
☖
同
玉
☗
２
四
桂
☖

２
二
玉
☗
２
一
銀
成
☖
同
玉
☗

４
三
角
成
☖
２
二
玉
☗
３
二
馬

ま
で
９
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
１
二
飛
で
捨
て
て

☗
２
四
桂
が
好
手
順
で
す
。
☖

２
四
同
歩
な
ら
☗
３
四
角
成
で

す
。
５
手
目
☗
２
一
銀
成
が
決

め
手
で
、
☗
４
三
角
成
で
ピ
ッ

タ
リ
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

7
＋
1
で
︑答
え
は﹁
8
﹂

（
問
題
16
面
）

１２人の新規開業会員が参加した（１２月３日・ホテル金沢）

石 川 保 険 医 新 聞 2016年1月15日（毎月15日発行）（4）第525号



メイン
テーマ
メイン
テーマ

日　時日　時

会　場会　場

参加費参加費 医師・歯科医師 8,000円
コメディカル 500円
市民　無料

応募締め切り応募締め切り 2016年３月３１日（木）

電話 076（222）5373  ＦＡＸ 076（231）5156
メール：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

●詳しくは石川県保険医協会までお問い合わせください。

演題発表者の交通費・宿泊費は保険医協会が負担します。

第 １ 分科会 認知症分科会　　
第 ２ 分科会 癌を含めた終末期分科会
第 ３ 分科会 難病（障害、リハビリを含む）分科会　
第 ４ 分科会 高齢者分科会
第 ５ 分科会 子どもの医療と健康問題分科会
第 ６ 分科会 メンタルヘルス分科会
第 ７ 分科会 「生活習慣病」分科会
第 ８ 分科会 貧困・労働・生活・環境問題がベースにある医療と健康の問題分科会
第 ９ 分科会 口腔の健康問題分科会（「保険で良い歯科医療」、「日常診療の工夫」の取り組み含む）
第10分科会 医療技術、医学・医療運動史、医療制度問題・医療運動分科会

（京都市左京区岩倉大鷺町422番地　TEL075-705-1229）

2016年10月9日（日）～10日（月・祝） 10月10日（月・祝） 分科会（10テーマ・10会場） 9:00～12:00

ポスターセッション 9:00～12:00（15演題予定）

京都市・京都国際会館

「保険で良い医療」を実現する医療実践について考える
―「開業医医療の復権」をめざして

分科会・ポスターセッション演題募集第３１回 保団連医療研究フォーラム

主催／全国保険医団体連合会

原
発
を
追
及
す
る
芸
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
お
し
ど
り

マ
コ
・
ケ
ン
さ
ん
の
講
演
会
の

司
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
二
人
は
「
よ
し
も
と
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
」
所
属
の
芸
人
さ
ん
で

す
。
頭
の
中
が
全
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
う
感
じ
で
、
原
発
事

故
の
難
し
い
質
問
に
も
、
確
か

な
情
報
を
基
に
的
確
に
答
え
て

く
れ
ま
す
。
マ
コ
さ
ん
が
主
役

で
す
が
、
ケ
ン
さ
ん
も
「
愛
の

手
」
を
打
ち
な
が
ら
講
演
を
支

え
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
午

後
二
時
。
金
沢
都
ホ
テ
ル
・
加

賀
の
間
は
、
百
六
十
人
余
り
の

聴
衆
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
前
日

の
悪
天
候
か
ら
、
出
足
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
心
配

は
杞
憂
で
し
た
。
西
田
直
巳
会

長
は
開
会
あ
い
さ
つ
に
て
、

「
皆
さ
ま
方
の
熱
い
情
熱
、
四

年
経
っ
て
も
衰
え
な
い
情
熱
に

喜
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
原
発

再
稼
働
の
話
も
耳
に
入
っ
て
き

ま
す
。
ま
さ
に
、
反
原
発
の
活

動
も
正
念
場
に
差
し
か
か
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

お
二
人
は
二
〇
一
一
年
一
月

に
、
大
阪
か
ら
東
京
へ
転
居
。

そ
の
三
カ
月
後
に
地
震
に
遭
い

ま
し
た
。
地
震
の
直
後
に
楽
屋

で
聴
く
お
話
は
、
芸
人
さ
ん
が

東
京
か
ら
逃
げ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
地
震
発
生
の
翌

日
の
三
月
十
二
日
に
、
マ
コ
・

ケ
ン
さ
ん
は
会
社
の
仕
事
で

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
原
発
の

爆
発
が
続
き
ま
す
。
同
じ
楽
屋

の
芸
人
さ
ん
も
、
子
ど
も
を
遠

く
へ
避
難
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
芸
人
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
に
再
会
で
き
な
い
の
で
は
と

大
泣
き
し
て
い
ま
し
た
。
新
幹

線
や
空
港
は
逃
げ
る
人
た
ち
で

混
雑
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
報
道
関
係

の
代
表
の
方
が
、
後
に
そ
の
行

為
を
懺
悔
し
た
そ
う
で
す
。

「
一
生
背
負
う
」
と
。

報
道
は
信
用
で
き
な
い
と
、

連
日
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
さ
れ
て
い
た

東
京
電
力
の
記

者
会
見
に
注
目

し
、
そ
の
経
緯

を
す
べ
て
メ
モ

し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
東
電
の

説
明
に
納
得
で

き
ず
、
そ
の
会

見
場
に
堂
々
と

潜
り
込
ん
だ
そ

う
で
す
。
会
見

を
直
接
聞
き
な

が
ら
、
初
め
て

の
質
問
を
し
ま

し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放

送
さ
れ
て
い
る
原
発
の
現
場

で
、
時
々
吹
き
出
す
白
い
煙
は

何
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問

で
、「
冷
や
し
て
い
る
大
量
の

水
が
水
蒸
気
と
し
て
噴
き
出
し

て
い
ま
す
。
放
射
能
も
含
ま
れ

て
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
本
音

を
引
き
出
し
ま
し
た
。「
ど
の

く
ら
い
の
放
射
能
が
含
ま
れ
て

い
る
か
、
出
し
て
く
だ
さ
い
」

と
詰
め
寄
っ
た
そ
う
で
す
。
三

カ
月
後
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
「
毎
時
十
億
ベ
ク

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その36

シリーズ

理
事

　武
藤

　一
彦
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

お
し
ど
り
マ
コ・ケ
ン
氏
迎
え

　
　
　
　
　
　  

講
演
会
開
催

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
報
告
に
刺
激
を
受
け
て

レ
ル
で
す
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

二
〇
一
一
年
七
月
か
ら
は
、

福
島
県
で
行
わ
れ
て
い
る
県
民

健
康
調
査
に
つ
い
て
取
材
し
て

い
ま
す
。
小
児
甲
状
腺
が
ん
が

増
え
る
に
従
っ
て
、
そ
の
説
明

は
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果

（
放
射
線
に
よ
る
影
響
で
は
な

く
、
大
規
模
な
検
診
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
）」
と
片
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
二
〇
一
五
年
に
な
っ
て
小

児
甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

患
者
が
五
十
人
を
超
え
、
五
月

に
「
他
の
が
ん
に
比
較
し
て
小

児
甲
状
腺
が
ん
が
数
十
倍
多

い
」
と
の
甲
状
腺
検
査
評
価
部

会
の
ま
と
め
を
発
表
し
ま
し

た
。
国
や
県
の
「
甲
状
腺
が
ん

は
増
え
て
い
な
い
」
と
い
う
主

張
は
覆
さ
れ
た
の
で
す
。

聴
講
者
の
一
人
と
し
て
、
原

発
事
故
の
多
く
の
隠
さ
れ
た
真

実
に
接
し
、
た
だ
驚
く
ば
か
り

で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
日
本
と
い
う

国
に
、
原
発
利
用
は
適
さ
な
い

と
い
う
気
持
ち
を
、
さ
ら
に
強

く
し
ま
し
た
。

約160人が詰めかけた会場は、講師の軽快なトークに笑いが
起こる場面も（11月29日・金沢都ホテル）

講師のおしどりマコ氏（写真右）とおしどりケン氏

マコさん、ケンさんのアンコール講演を
希望します。次回、取材報告の続きを。

参 加 者 の 声

多岐に渡り、かつ、最新情報をあり
がとうございます。一次情報に果敢
に向かう姿勢に刺激を受けました。

漫才感覚でテンポ良く話が
聞けてとても良かったです。
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2016年診療報酬改定について、本紙では断続的に中医協資料を紹介しながら
論点を整理してきたが、本稿執筆時点における今次改定の論点について、下記
に改めて整理した。
（2015年12月2日中医協までの情報）
本紙が発行されるころには、すでに改定率が決定し、より詳細な内容が明ら

かになり、下記論点にも変更が加えられている可能性があることを前提にご覧
いただきたい。なお、保団連・保険医協会では、今後も不合理な改定案に対し
て、緊急要請活動やパブリックコメントの公表などにより対応していく予定で
ある。

医　　科
1 ．外来医療（11月18日中医協総会）

⑴　地域包括診療加算、地域包括診療料
○　認知症患者について、高血圧症、糖尿病、脂質異常症の 3 疾患以外の疾患を有す

る場合でも、介護に関連する療養上の指導を含め対象患者とする。その場合、多剤
投与の「適正化」のため、適切な服薬管理の要件を課す。

⑵　小児における主治医機能の評価
○　慢性疾患の継続的な管理や急性疾患の診療、時間外の対応を行うとともに、専門

医療機関への紹介等を行うほか、予防接種の状況や健診の結果等を踏まえた健康管
理を総合的に実施することを評価する。

2 ．在宅医療
⑴　在宅時医学総合管理料、特定施設入居時等医学総合管理料（11月11日中医協総会）

○　現行の「同一建物居住者」「同一建物居住者以外」の区分をなくし、「患者の状態
による区分」を縦軸に、「集合住宅内の診療患者数」を横軸にした、マトリックス
による評価とする。
・　「患者の状態による区分」は、「重症患者（月 2 回以上訪問）」「その他（月 2 回

以上訪問）」「その他（月 1 回訪問）」の 3 区分とし、月 1 回の訪問による医学管
理を算定対象とする。「重症患者」については、現行の訪問診療料における週 4
回以上の訪問が可能な患者や退院時共同指導料における「特別な管理が必要な状
態等」の患者（別表 7 ・ 8 の患者）とする。

・　集合住宅のうち、「特定施設以外の高齢者向け集合住宅」は、特医総管の対象
とする。

⑵　在宅患者訪問診療料（11月11日中医協総会）
○　同一建物居住者の区分について、現行は「特定施設」と「特定施設以外」で点数

の区分があるが、これを一本化して、最終的に「居宅等」と「高齢者向け集合住宅」
の 2 区分とする。

⑶　在宅医療専門診療所（10月 7 日中医協総会）
○　在宅医療を専門に行う診療所を認める。
○　具体的には、在宅医療支援診療所の一類型として位置づけ、診療報酬の要件を設

定する上で、「同一建物居住者の割合」「要介護度別の患者の割合」「看取り件数」
に着目して評価する。

3 ．入院医療
⑴　急性期病棟（10月23日中医協総会）

○　「重症度、医療・看護必要度」について、次のとおり見直す。
・　手術直後の患者、認知症・せん妄の患者等を含め、急性期に密度の高い医療を

必要とする状態が適切に評価されるよう見直す。
・　項目間の相関の高いB項目（寝返り、起き上がり、座位保持）の集約などによ

りできるだけ簡素化を図る。
・　看護職員以外の職種による項目の確認を可能とする（薬剤師による抗悪性腫瘍

剤の内服の管理、歯科衛生士による口腔清潔の評価など）。
⑵　療養病棟（10月28日中医協総会）

○　療養病棟入院基本料 2 （25対 1 ）について、同 1 （20対 1 ）と同様に、医療区分
2 又は 3 の患者が一定割合入院していることを要件とする。

○　医療区分の評価指標を見直す（酸素療法、うつ状態、頻回な血糖検査など）。
○　在宅復帰機能強化加算について、急性期病棟から受け入れた患者の在宅復帰の頻度

を新たに評価するとともに、1 か月未満入院を計算対象から除外するルールを見直す。
⑶　短期滞在手術等基本料（10月14日中医協総会）

○　乳幼児など年齢によって出来高実績点数に大きな違いがある手術については、年
齢によって評価を分ける。

○　人工透析患者は出来高実績が特に高いため、人工腎臓（人工透析）は包括範囲か
ら除外する。

⑷　看護職員の夜勤について（11月25日中医協総会）
○　月平均夜勤時間数計算対象について、「月当たりの夜勤時間数が16時間以下の者」

も算定式に加えることにより、要件を緩和する。
○　月平均夜勤時間超過減算の期間を延長し、特別入院基本料との間にもう一段階を

設け、入院基本料の減額を緩やかにする。
⑸　退院支援関連（10月28日中医協総会）

○　算定回数の多い「退院調整加算」と「介護支援連携指導料」を中心に、簡素化を
図る。

○　専従職員が入院後早期から退院支援に着手することや医療機関間の連携の強化を
評価する。

○　地域連携診療計画管理料、新生児特定集中治療室退院調整加算などを「退院調整
加算」の加算として整理する。

⑹　入院中の他医療機関受診（10月28日中医協総会）
○　精神科病院や有床診療所など特に診療科の少ない医療機関に入院する患者が他医

療機関を受診する場合の減算率を緩和する。

4 ．その他個別事項
⑴　薬剤使用の「適正化」（11月 6 日中医協総会）

○　処方日数が伸びて長期処方が増加する傾向にあることから、処方日数のルールを

見直す。新薬の収載 1 年間における14日間の処方日数制限は継続する。
○　後発医薬品使用体制加算について、後発医薬品の数量シェアの新たな目標値にあ

わせて見直す。
○　医師が処方せんで後発品の銘柄を指定して「変更不可」とする場合、処方せんに

理由の記載を求める。
⑵　リハビリテーション関連（12月 2 日中医協総会）

○　回復期リハ病棟におけるリハビリの提供単位数について、医療機関ごとのリハビ
リの効果に基づく評価を行うこととし、提供量に対する効果が一定の実績基準を下
回る医療機関においては、 1 日 6 単位を超える疾患別リハの提供について、入院料
に包括する。

○　廃用症候群に対するリハビリについて、次のとおり見直す。
・　脳血管疾患等リハビリの一部ではなく、独立した項目とする。
・　原疾患に対する治療の有無に関わらず、廃用症候群に対するリハビリの対象と

する。
・　他の疾患別リハビリ料等の対象者かどうかに関わらず、廃用症候群のリハビリ

の対象とする。
・　運動器不安定症と診断される患者のうち、運動機能低下を来す疾患が「長期臥

床による運動期廃用」のみである者は、廃用症候群のリハビリの対象とする。
○　維持期リハビリの介護保険への移行対象について、「維持期」「脳血管疾患等リハ

又は運動器リハを実施」「入院中以外」「要介護被保険者」のすべてを満たす患者と
する。具体的には、標準的算定日数の 3 分の 1 が経過する日までを目安に、医師の
説明や必要に応じた多職種連携によるリハビリの調整をした上で、介護支援専門員
と協働して、介護保険によるリハビリを紹介することなどを評価する。移行しない
場合の疾患別リハビリの診療報酬は引き下げる。

○　疾患別リハ料について、次のとおり見直す。
・　初期加算、早期加算の算定は、「治療開始日」を基準とせず、発症や手術の日

に基づいて起算することを原則とする。
・　慢性疾患（廃用症候群を含む）は、初期加算、早期加算の対象外とする。
・　慢性疾患に対する標準的算定日数を超過したかどうかの判断は、当該疾患と最

初に診断された日を起算日とする。
○　リンパ浮腫指導管理料について、医師の指導監督の下で、看護師や理学療法士、

作業療法士などが一定の期間・回数に限って複合的治療を行うことを評価する。
○　経口摂取回復促進加算について、次のとおり要件の明確化、基準の緩和を行う。

・　原因に関わらず、検査等によって他覚的に存在が確認できる嚥下機能の低下で、
医学的に摂食機能療法の有効性が期待できる患者を対象患者とする。

・　経口摂取回復率35％のほかに、データ取得が比較的容易な短期のアウトカムに
ついての基準等を設けて、それを満たせば算定できるようにする。

⑶　難病関連（10月21日中医協総会）
○　難病法の施行に伴う診療報酬上の対応を行う。具体的には、療養病棟入院基本料

の医療区分の基準や難病外来指導管理料の対象疾病について、従来の56疾患から新
法による306疾病に拡大する。

⑷　医科歯科連携による栄養管理（11月 4 日中医協総会）
○　入院基本料等加算の栄養サポートチーム加算に歯科医師を配置していることの評

価を設ける。
○　歯科医師が勤務していない医療機関で、院外の診療所等から歯科医師が訪問した

上で、院内スタッフと共同で栄養サポートを実施することを評価する。

歯　　科
1 ．歯科医療（11月20日中医協総会）

○　放射線治療や化学療法の治療を受ける患者は、治療期間中のみならずその前での
口腔内管理が重要となるため、周術期口腔機能管理料Ⅲの対象者や対象期間を拡大
する。

○　周術期口腔機能管理について院外の歯科医療機関との連携を推進するため、歯科標
榜のある病院に対して歯科訪問診療料の算定を可能とする。

○　全身的な疾患をもつ患者の総合的な医学管理を拡充するため、現行の歯科治療総合
医療管理料に加え、血圧や呼吸といったバイタルサインをモニタリングして歯科治療
を行った場合の評価を検討する。

○　重度歯周病を有する糖尿病患者に対して、歯周治療に先行した局所抗菌剤の投与を
認める。

2 ．在宅歯科医療（11月11日中医協総会）
○　訪問患者数が多い「歯科訪問診療料 3 」の評価や取扱いを検討する。
○　病院等で開催されるカンファレンス等に参加し、それらの結果に基づいて歯科訪問

診療を実施し、口腔機能管理等を行った場合の評価を検討する。
○　在宅等だけではなく、病院や介護保険施設等で歯科訪問診療を実施している診療所

を評価するため、在宅かかりつけ歯科診療所の施設基準の見直しを行う。
○　歯科訪問診療料 1 ・ 2 の時間要件（20分以上）について、同一建物で要介護度の高

い一人の患者を診療する場合等、一定の条件下で一部見直しを行う。
○　在宅に居住する夫婦二人等、同居する同一世帯の複数の患者に訪問診療を行う場合

の評価を見直す。
○　歯科訪問診療時の100分の50加算について、項目と点数の見直しを行う。
○　口腔機能が低下した在宅療養患者への口腔機能管理を評価する。

2016年度診療報酬改定について中医協で厚労省から示された論点（決定事項ではない）

─2016年診療報酬改定における論点
事務局長　工藤　浩司

速報 中・医・協・資・料
石 川 保 険 医 新 聞 2016年1月15日（毎月15日発行）（6）第525号



民
意
に
反
し
法
案
成
立

【
司
会
（
斉
藤
）】　

皆
さ
ん
、

今
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
司
会
の
斉
藤
で
す
。

二
〇
一
五
年
特
筆
す
べ
き
は
、

安
全
保
障
関
連
法
案
が
通
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
こ
に

法
案
成
立
直
後
の
北
國
新
聞
の

記
事
が
あ
り
ま
す
が
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
に
賛
成
か

反
対
か
と
い
う
質
問
で
は
、
賛

成
が
三
四
％
に
対
し
て
反
対
が

五
三
％
、
こ
の
法
律
が
憲
法
に

違
反
し
て
い
る
と
思
う
か
と
い

う
質
問
で
は
、「
違
反
し
て
い

る
と
思
わ
な
い
」
が
三
一
％
に

対
し
、「
違
反
し
て
い
る
」
が

五
〇
％
。
つ
ま
り
民
意
の
多
く

は
、
政
府
が
行
っ
て
い
る
こ
と

と
真
逆
な
の
で
す
ね
。
こ
の
安

保
関
連
法
案
が
成
立
し
た
こ
と

も
問
題
で
す
が
、
こ
ん
な
大
事

な
こ
と
を
決
め
る
決
め
方
が
本

当
に
民
主
的
な
の
か
、
安
倍
首

相
の
や
り
方
が
立
憲
主
義
を
侵

し
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

大
変
強
く
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
日
は
皆
さ
ん
と
、
そ
う

し
た
問
題
で
議
論
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
で
は
自
己
紹
介

を
、
徳
田
さ
ん
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

【
徳
田
】　

弁
護
士
の
徳
田
で

す
。
金
沢
弁
護
士
会
で
憲
法
委

員
会
の
副
会
長
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
か
ら
安
保
法
制
に
つ
い
て
話

を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が

あ
り
、
安
保
関
連
法
に
反
対
す

る
マ
マ
の
会
で
も
先
月
、
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
市
井
】　

安
全
保
障
関
連
法
に

反
対
す
る
マ
マ
の
会
＠
石
川

（
以
下
、
マ
マ
の
会
）
で
呼
び

か
け
人
を
し
て
い
ま
す
、
市
井

早
苗
と
申
し
ま
す
。
私
は
原
発

事
故
時
に
東
京
に
い
て
、
子
ど

も
た
ち
が
体
調
不
良
を
起
こ
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
母
子
避

難
と
い
う
形
で
こ
の
金
沢
に
来

ま
し
た
。
原
発
事
故
の
影
響
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
命
や
健
康
を

守
る
こ
と
と
、
今
回
の
安
保
法

制
に
向
き
合
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
考
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
私
の
中
で
イ
コ
ー
ル
で
あ

り
、
友
人
た
ち
と
マ
マ
の
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

【
村
上
】　

同
じ
く
マ
マ
の
会
の

村
上
佳
子
で
す
。
助
産
師
を
し

て
い
ま
す
。
私
は
群
馬
県
が
地

元
で
、
二
人
目
が
生
ま
れ
て
ま

だ
一
カ
月
の
と
き
に
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
が
起
こ
っ

て
、
今
ま
で
原
発
に
関
し
て
無

関
心
だ
っ
た
と
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
、
子
ど
も

を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
、
主
人
の
実
家
が
こ
ち

ら
だ
っ
た
の
で
、
震
災
後
十

カ
月
目
に
石
川
に
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
今
も
続

き
、
今
回
の
安
保
法
制
も
原
発

と
同
じ
で
、
無
関
心
で
い
る
こ

と
が
一
番
怖
い
な
と
思
い
、
自

分
の
頭
で
考
え
、
関
心
を
持
ち

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
種
市
】　

私
は
福
島
県
郡
山
市

で
整
形
外
科
診
療
所
を
開
設
し

て
い
ま
し
た
が
、
三
・
一
一
の

震
災
後
の
東
京
電
力
福
島
原
発

事
故
の
影
響
を
考
慮
し
て
閉
院

し
、
家
族
を
妻
の
実
家
の
あ
る

金
沢
に
移
住
さ
せ
ま
し
た
。
私

自
身
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
よ

り
生
活
の
拠
点
を
金
沢
に
移
し

ま
し
た
が
、
現
在
も
福
島
県
内

の
医
療
機
関
に
も
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
福
島
県
で
は

二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
年
と

い
う
、
高
汚
染
地
区
に
帰
還
さ

せ
る
政
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
事
故
以
前
の
法
律
か

ら
考
え
る
と
人
権
無
視
の
政
策

と
思
わ
れ
ま
す
。
安
保
法
制
も

同
様
に
弱
者
切
り
捨
て
の
考
え

が
あ
り
、
危
険
な
法
律
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
武
藤
】　

私
は
横
須
賀
市
出
身

で
す
が
、
大
学
が
金
沢
、
妻
が

寺
町
出
身
で
こ
の
金
沢
に
ご
縁

が
出
来
ま
し
た
。
開
業
し
て

二
十
八
年
で
す
け
ど
、
僕
は
あ

ま
り
政
治
と
い
う
の
は
分
か
ら

な
い
の
で
、
学
生
時
代
も
学
生

運
動
と
か
一
生
懸
命
や
っ
た
覚

え
は
な
い
ん
で
す
。
だ
け
ど
、

小
児
科
医
に
な
り
ま
し
て
、
特

に
開
業
し
て
か
ら
で
す
が
、
身

近
で
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い

て
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
あ
ん

ま
り
幸
せ
じ
ゃ
な
い
な
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
虐
待

や
子
ど
も
の
自
殺
の
増
加
に
も

表
れ
て
い
る
。

つ
い
最
近
、
横
須
賀
で
米
軍

基
地
見
学
の
機
会
が
あ
り
、
そ

の
帰
り
に
安
保
関
連
法
案
の
反

対
デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。
家

族
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
人

も
い
て
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
同

じ
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
な

と
実
感
し
ま
し
た
。

【
横
山
】　

城
北
病
院
で
医
師
三

年
目
と
し
て
働
い
て
い
る
、
横

山
加
奈
子
で
す
。
医
者
と
し
て

で
あ
ろ
う
が
一
人
の
個
人
と
し

て
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
そ
れ
ぞ

今
、平
和
と
民
主
主
義
を
問
う

関連法成立関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法関連法成立成立成立成立成立成立成立成立成立
安全保障

2015年9月19日、参議院本会議にて安全保障関連法案が可決・成立しました。この法案をめぐっては、多くの憲法学
者、弁護士、最高裁や内閣法制局長官経験者が「憲法違反」と断じ、多くの市民が連日国会を包囲し「反対」の声をあ
げ、様々な世論調査でも「今国会での成立を評価しない」「説明は不十分」との意見が過半数を占めました。また、この
安保関連法案は「憲法９条と日本の平和主義」の問題であると同時に「民主主義・立憲主義とは何か」を国民自身が考
え、問うた問題だったと思います。
医師・歯科医師の団体である石川県保険医協会では、開業医宣言「人命を守る医師はいかなる戦争をも容認できない」

の理念に基づき、安保関連法案への反対運動を続けてきました。今回は座談会企画として、安保関連法の問題を改めて確
認するとともに、県内関係者がどのような活動・運動を行ってきたか、また今後どのように運動していくかについて語り合
いました。

開催趣旨

新春
座談会

徳田隆裕氏　弁護士

（
8
面
に
続
く
）

座談会出席者（順不同）

徳田　隆裕 氏
（弁護士）

市
いち

井
い

　早苗 氏
（安全保障関連法に反対するママの会＠石川）

村上　佳子 氏
（安全保障関連法に反対するママの会＠石川）

横山加奈子 氏
（城北病院・内科）

種市　靖行 氏
（小松ソフィア病院・リハビリテーション科）

武藤　一彦 氏
（むとう小児科医院院長）

司会／斉藤　典才 理事
（城北病院・外科）
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れ
の
人
間
が
そ
の
人
ら
し
く
生

き
る
と
い
う
社
会
を
つ
く
り
た

い
、
安
保
法
制
に
関
し
て
だ
け

で
な
く
、
一
人
一
人
の
幸
せ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た

い
と
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

内
容
は
曖
昧
な
ま
ま

【
司
会
】　

ま
ず
は
、
徳
田
さ
ん

か
ら
今
回
の
安
保
関
連
法
の
問

題
に
つ
い
て
解
説
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
徳
田
】　

憲
法
と
集
団
的
自
衛

権
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
憲
法
九
条
に

は
「
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩

序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を

誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際

紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す

る
。
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た

め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力

は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
こ
れ
が
出
発
点
で
す
。
こ

れ
を
読
む
と
お
よ
そ
日
本
は
何

も
で
き
な
い
、
攻
撃
さ
れ
た
場

合
に
は
反
撃
で
き
な
い
じ
ゃ
な

い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
攻
撃
さ
れ
た
と
き
に

反
撃
す
る
の
が
「
個
別
的
自
衛

権
」
で
す
。
政
府
は
他
国
が
攻

め
て
き
た
場
合
に
、
必
要
最
小

限
度
の
反
撃
は
で
き
ま
す
と
い

う
専
守
防
衛
と
い
う
考
え
方
を

採
用
し
、
個
別
的
自
衛
権
は
憲

法
九
条
の
も
と
で
も
認
め
ら
れ

る
と
い
う
解
釈
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
の
要
件
は
三
つ

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
急
迫
不
正

の
侵
害
が
あ
る
こ
と
。
要
す
る

に
、
日
本
に
直
接
外
国
が
攻
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
目

で
す
。
二
つ
目
は
、
こ
れ
を
排

除
す
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手

段
が
な
い
こ
と
。
外
交
交
渉
と

か
し
て
い
る
と
や
ら
れ
て
し
ま

う
。
今
、
反
撃
す
る
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は

必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
で

す
。
日
本
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
そ

れ
を
追
い
返
す
だ
け
で
あ
り
、

追
撃
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
集

団
的
自
衛
権
と
い
う
も
の
を
見

て
み
ま
す
。
こ
の
図
（
左
図
）

で
分
か
る
よ
う
に
、
集
団
的
自

衛
権
の
場
面
で
は
、
日
本
は
攻

撃
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
簡

単
に
言
う
と
、
外
国
の
た
め
に

日
本
は
戦
争
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
過
去
の
政
府
は
、
集

団
的
自
衛
権
は
憲
法
九
条
の
も

と
で
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

二
〇
一
四
年
七
月
の
閣
議
決
定

で
、
安
倍
政
権
は
以
下
の
よ
う

な
理
屈
を
考
え
ま
し
た
。
わ
が

国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国

に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
が
国
の

存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生

命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の
権
利

が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な

危
険
が
あ
る
と
き
を
「
存
立
危

機
事
態
」
と
認
定
し
、
日
本
が

攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
し
て
よ
い
、

と
い
う
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

で
は
、
他
の
国
が
攻
撃
さ
れ

た
場
合
の
、
わ
が
国
の
存
立
危

機
事
態
と
は
一
体
ど
ん
な
状
況

な
の
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
り

ま
す
が
、
安
倍
首
相
は
二
つ

の
具
体
的
事
例
を
挙
げ
ま
し

た
。
米
艦
防
護
と
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
封
鎖
で
す
。
米
艦
防
護
に

つ
い
て
は
、
な
ぜ
日
本
人
が
ア

メ
リ
カ
艦
隊
に
乗
っ
て
い
る
こ

と
が
存
立
危
機
な
の
か
、
甚
だ

疑
問
で
す
し
、
世
界
最
強
の
ア

メ
リ
カ
軍
艦
を
な
ぜ
自
衛
隊
が

守
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
中
谷
元
防
衛
大
臣
も
最
後

は
「
こ
れ
は
絶
対
の
も
の
で
は

な
い
」
と
答
え
て
、
潰
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
に
イ
ラ
ン
が
機
雷

を
ま
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

イ
ラ
ン
と
い
う
国
自
体
が
海
峡

を
通
っ
て
石
油
を
輸
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
す

れ
ば
自
分
の
首
を
絞
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
そ
ん

な
こ
と
や
ら
な
い
だ
ろ
う
と
、

こ
の
理
屈
も
潰
れ
ま
し
た
。
結

局
、
大
変
曖
昧
な
ま
ま
法
案
が

通
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
方
支
援
の
範
囲
拡
大

次
に
、
後
方
支
援
拡
大
の
危

険
に
つ
い
て
で
す
。

憲
法
九
条
の
下
で
も
、
衣
料

品
や
物
資
を
運
ぶ
援
助
行
為
を

後
方
で
行
う
こ
と
は
、
武
力
行

使
と
一
体
化
し
な
け
れ
ば
認
め

ら
れ
ま
す
よ
、
と
い
う
理
屈
を

考
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
か
つ
、
活
動
の
期
間

を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
非

戦
闘
地
域
に
限
定
し
、
戦
闘
が

起
き
た
ら
す
ぐ
帰
っ
て
く
る
約

束
で
な
ら
行
っ
て
も
い
い
よ
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
現
に
戦

闘
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
よ

い
と
い
う
だ
け
に
な
り
ま
し

た
。
あ
と
は
、
こ
れ
ま
で
禁
止

さ
れ
て
い
た
弾
薬
の
提
供
や
、

発
進
前
の
戦
闘
機
の
給
油
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た

米
軍
に
加
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
軍
も
含
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
従
来
の
「
日
本

周
辺
に
限
る
」
と
い
う
、
地
理

的
な
制
限
も
な
く
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
非
常
に
危
険
で

す
。
後
ろ
か
ら
物
資
を
運
ん
で

い
る
人
た
ち
は
攻
撃
さ
れ
や
す

い
。
さ
ら
に
、
よ
り
戦
闘
地
域

に
近
づ
い
て
い
く
の
で
、
い
つ

戦
闘
行
為
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
。
前
の
部
隊
が
戦
っ
て
い

る
の
に
、
自
衛
隊
が
「
す
み
ま

せ
ん
、
私
た
ち
帰
り
ま
す
」
と

帰
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
や
は
り
心
情
的
に
で
き
な

い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
な
る

と
、
ず
る
ず
る
と
戦
闘
行
為
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
く
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。

一
方
、「
こ
の
法
案
は
憲
法

九
条
に
違
反
せ
ず
、
合
憲
で
あ

る
と
判
断
す
る
憲
法
学
者
は
た

く
さ
ん
い
る
」
と
菅
官
房
長
官

は
言
っ
た
の
で
す
が
、
た
っ
た

の
三
人
で
し
た
。
他
の
憲
法

学
者
は
み
ん
な
「
違
憲
で
あ

る
」
と
断
じ
ま
し
た
。
す
る
と

次
は
、
憲
法
学
者
が
決
め
る
の

で
は
な
く
裁
判
所
が
決
め
る
の

だ
と
言
っ
て
持
ち
出
し
た
の
が

砂
川
事
件
で
す
。
こ
れ
は
昔
、

立
川
に
あ
っ
た
米
軍
飛
行
場
に

デ
モ
隊
が
侵
入
し
た
事
件
で

す
。
そ
の
中
で
争
点
に
さ
れ
た

の
が
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に

基
づ
く
米
軍
の
駐
留
が
、
憲
法

九
条
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
で

す
。
違
反
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
人
た
ち
は
無
罪
に
な

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

【
司
会
】　

政
府
が
今
回
持
ち
出

し
た
砂
川
事
件
は
、
一
九
五
九

年
、
敗
戦
か
ら
十
四
年
後
の
話

で
、
相
当
昔
の
話
で
す
ね
。

自
衛
隊
の
リ
ス
ク
高
ま
る

【
徳
田
】　

そ
う
で
す
。
一
審
は

無
罪
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
最

高
裁
で
は
「
日
本
固
有
の
自
衛

権
は
何
ら
否
定
さ
れ
た
も
の
で

な
い
」
と
し
、
逆
転
判
決
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
政
府
が
持
ち
出
し
た
砂
川

判
決
は
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ

い
て
は
何
も
判
断
し
て
い
な
い

の
で
す
。
在
日
米
軍
は
日
本
の

戦
力
じ
ゃ
な
い
か
ら
合
憲
と
し

た
だ
け
で
す
。
元
最
高
裁
長
官

の
山
口
繁
さ
ん
が
朝
日
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
見
当
違

い
も
甚
だ
し
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
し
、
元
内
閣
法
制
局
長

官
や
自
民
党
が
招
い
た
憲
法
学

者
の
長
谷
部
恭
男
氏
も
「
集
団

的
自
衛
権
は
違
憲
」
と
批
判
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
安
保
法
制
で
は
自
衛

隊
が
リ
ス
ク
を
負
い
ま
す
。
今

ま
で
人
を
殺
し
た
こ
と
も
な
け

れ
ば
、
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
な
い
人
が
危
険
な
目
に

遭
う
。
戦
場
に
い
て
、
精
神
疾

患
に
な
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
衛
隊
が
戦
争
を

す
る
と
な
る
と
、
な
か
な
か
人

が
集
ま
ら
な
く
な
り
、
徴
兵
制

に
し
ま
す
か
と
い
う
話
に
な
り

ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
で
抑
止
力
が

高
ま
る
と
言
い
ま
す
が
、
日
本

が
軍
隊
を
強
く
す
る
と
、
中
国

も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
強
く
す

る
、
日
本
も
さ
ら
に
・
・
・
と

い
う
果
て
し
な
い
軍
拡
競
争
に

陥
っ
て
、
そ
の
後
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
衝
突
し
て
、
全
面
衝

突
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が

あ
る
。
あ
と
は
当
然
、
け
ん
か

を
売
ら
れ
て
な
い
の
に
他
の
国

を
攻
撃
す
る
の
で
、
そ
の
国
か

ら
「
日
本
は
ひ
ど
い
国
だ
」
と

テ
ロ
の
標
的
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
日
本
の

平
和
の
ブ
ラ
ン
ド
も
落
ち
て
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
安
全
に
活
動
で
き
な

く
な
る
。
加
え
て
、
軍
事
費
が

増
え
ま
す
が
、
国
の
借
金
は

一
千
兆
円
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
、
社
会
保
障
と
い
う
国

民
に
と
っ
て
一
番
弱
い
と
こ
ろ

を
削
ら
れ
る
の
が
、
目
に
見
え

て
い
ま
す
。

論
理
的
に
考
え
て
、
や
っ
ぱ

り
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

明
ら
か
に
今
国
会
で
の
政
治
家

は
、
憲
法
を
守
っ
て
い
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
政
治
家
に
憲
法

を
守
ら
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

憲
法
は
あ
く
ま
で
国
家
権
力
を

縛
り
、
私
た
ち
の
権
利
を
擁
護

す
る
も
の
で
す
。
憲
法
を
守
る

の
は
国
会
議
員
の
方
で
す
。
加

え
て
、
今
は
選
挙
制
度
が
機
能

不
全
を
起
こ
し
て
い
ま
す
の

市井早苗氏
安全保障関連法に反対するママの会＠石川

村上佳子氏
安全保障関連法に反対するママの会＠石川

（
7
面
の
続
き
）

（
9
面
に
続
く
）
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で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
う
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
デ
モ
な
ど
の

形
で
反
対
の
声
を
出
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
議
員
へ
届
け
て

【
司
会
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
政
府
の
提
示
す
る
論
理

は
、
こ
と
ご
と
く
正
当
性
が
な

か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
で
は
、

次
に
安
保
関
連
法
に
つ
い
て
ご

意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
井
】　

マ
マ
の
会
＠
石
川
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

私
た
ち
は
七
月
十
五
日
安
保

関
連
法
案
が
衆
議
院
で
強
行
採

決
さ
れ
た
日
に
、
一
般
市
民
の

声
や
不
安
が
全
く
国
会
や
政
治

家
に
届
い
て
い
な
い
こ
と
に
強

い
憤
り
を
感
じ
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
ず
、
マ
マ
友
と

「
私
た
ち
の
声
を
地
元
議
員
さ

ん
へ
届
け
よ
う
！　

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

同
時
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上

で
「
安
保
関
連
法
案
に
反
対
す

る
マ
マ
の
会
＠
石
川
支
部
」
を

立
ち
上
げ
、
次
第
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
き
ま
し
た
。
身
近
で

国
会
に
一
番
近
い
方
、
そ
れ
は

地
元
選
出
の
国
会
議
員
さ
ん
だ

と
思
い
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
メ
ー
ル
、
チ
ラ
シ
を
使
っ

て
「
安
保
関
連
法
案
に
つ
い
て

一
人
一
人
の
声
を
議
員
さ
ん
へ

届
け
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
呼
び

か
け
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
一
カ
月
で
二
百
人

の
声
が
集
ま
り
ま
し
た
。
下
は

四
歳
の
子
ど
も
か
ら
、
上
は

八
十
六
歳
の
方
ま
で
、
幅
広
い

層
の
方
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
方
が
実
名
で
、
内
容

は
「
た
だ
戦
争
を
し
た
く
な

い
」「
安
保
関
連
法
案
に
反
対
」

と
い
う
短
絡
的
な
答
え
で
は

な
く
、「
進
め
方
が
民
主
的
で

な
い
」「
憲
法
違
反
で
あ
る
」

「
主
権
者
は
国
民
だ
」「
国
民
の

声
を
無
視
し
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
文
章
が
目
立
ち
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加

え
、
議
員
さ
ん
へ
の
質
問
を
ま

と
め
、
質
問
書
の
返
答
と
公
開

説
明
会
の
開
催
を
求
め
た
要
望

書
を
作
成
し
、
石
川
県
選
出
の

六
人
の
国
会
議
員
の
方
々
へ
事

前
連
絡
を
し
て
か
ら
事
務
所
に

届
け
に
行
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
要
望
書
へ
の
回
答
も
含

め
、
返
信
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
約
二
カ
月
に
わ
た
り

何
度
も
事
務
所
や
秘
書
へ
連
絡

し
ま
し
た
が
、
適
当
な
対
応

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
自
民
党

が
言
っ
て
い
る
国
民
へ
の
十
分

な
説
明
は
、
口
ば
か
り
な
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
議
員
さ
ん

が
多
忙
で
あ
る
こ
と
は
重
々
理

解
で
き
ま
す
が
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
だ
か
ら
こ
そ
、
選
挙

の
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う

い
う
場
合
の
地
元
へ
の
対
応
を

し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
た

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
市
議

会
、
県
議
会
へ
請
願
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
議
会
か
ら

国
へ
「
安
保
関
連
法
案
を
継
続

審
議
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
っ

と
慎
重
に
国
民
の
声
に
耳
を
傾

け
て
継
続
審
議
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
請
願
を
出
し
て
も

ら
う
た
め
で
す
。
た
だ
、
そ
の

請
願
も
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
に
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
今
の
国
会
や
石

川
県
内
に
お
い
て
自
民
党
が
大

半
と
い
う
現
実
の
中
で
、
議
会

の
少
数
派
の
意
見
が
き
ち
ん
と

審
議
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
も
考

え
ま
し
た
し
、
与
党
と
野
党
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
も
、

選
挙
が
ど
れ
だ
け
重
要
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
任
せ
民
主
主
義
」を

つ
く
っ
た
反
省
を

実
際
に
議
員
さ
ん
と
お
会
い

す
る
こ
と
で
、
相
互
に
誤
解
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
主
婦
は
選
挙
に
行

か
な
い
で
し
ょ
う
、
興
味
な
ん

か
な
い
で
し
ょ
う
」
と
思
っ
て

い
る
議
員
さ
ん
も
い
る
。
こ
ち

ら
と
し
て
は
「
民
意
は
届
か
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
っ
て

し
ま
い
、
お
互
い
に
対
す
る
諦

め
が
終
始
漂
っ
て
い
た
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
お
互
い
が
人

間
と
し
て
対
話
を
す
る
こ
と

で
、
理
解
も
信
頼
も
深
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
う
れ
し

い
こ
と
で
も
あ
り
、
逆
に
私
た

ち
市
民
も
こ
ん
な
基
本
的
な
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
ん
だ

な
、
と
い
う
気
づ
き
も
あ
り
ま

し
た
。

政
治
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
、「
お
任
せ

民
主
主
義
」
を
つ
く
り
出
し
て

し
ま
っ
た
の
は
私
た
ち
な
の
だ

と
、
深
く
反
省
も
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
議
員
さ
ん
を
身
近

に
感
じ
て
、
生
活
の
中
に
政
治

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
安

保
関
連
法
を
き
っ
か
け
に
、
ど

ん
ど
ん
や
り
た
い
こ
と
が
膨
ら

ん
で
い
る
状
態
で
す
。「
だ
れ

の
子
ど
も
も
こ
ろ
さ
せ
な
い
」

そ
し
て
、「
憲
法
十
二
条
の
不

断
の
努
力
を
普
段
か
ら
」
を
合

言
葉
に
し
な
が
ら
、
真
っ
向
か

ら
「
反
対
、
反
対
」
と
言
う

と
、
議
員
さ
ん
た
ち
は
心
を
閉

ざ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
分

か
っ
て
き
た
の
で
、
議
員
さ
ん

と
は
「
対
立
」
で
は
な
く
「
対

話
」
を
通
し
て
、
愛
と
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
司
会
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
横
山
先
生
、
い
か
が

で
す
か
。

【
横
山
】　

私
の
立
場
は
、
ま
ず

若
者
と
い
う
と
こ
ろ
と
医
療
者

だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
医
療

者
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
命
を

守
る
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
立
場

で
す
。
戦
争
に
つ
な
が
る
全
て

の
も
の
に
反
対
す
る
し
、
今
後

の
社
会
を
積
極
的
に
作
っ
て
い

く
責
任
の
あ
る
立
場
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者
と
い

う
立
場
で
はSEA

LD
s

と
い

う
学
生
団
体
の
活
動
に
影
響

を
受
け
、
石
川
県
と
い
う
保

守
的
な
土
地
で
「CH

O
O

SE 
O

U
R

 F
U

T
U

R
E

, D
O

N
'T

 
LET

 'EM

」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
安
保
法
制
に
反
対

す
る
サ
ウ
ン
ド
・
パ
レ
ー
ド
を

企
画
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
音

楽
に
乗
せ
て
、「
私
た
ち
の
未

来
は
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い

く
！
」
と
い
う
思
い
を
訴
え
て

い
ま
す
。

利
権
に
変
わ
る
と

何
も
言
え
な
く
な
る

【
司
会
】　

で
は
、
種
市
先
生
お

願
い
し
ま
す
。

【
種
市
】　

原
発
事
故
に
関
し
て

言
う
と
、
原
発
と
い
う
利
権
が

も
う
が
ち
が
ち
に
固
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
反
対
の

意
見
を
非
常
に
出
し
づ
ら
い
。

反
対
意
見
を
言
お
う
と
す
る
と

叩
か
れ
る
。
被
害
者
と
し
て
被

ば
く
さ
せ
ら
れ
た
住
民
同
士
が

対
立
す
る
よ
う
な
構
造
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
対
立
か

ら
大
き
い
対
立
ま
で
、
国
に

よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
く
ん
で
す

ね
。
そ
う
い
う
現
場
を
見
て
く

る
と
、
こ
れ
か
ら
先
、
安
保
と

い
う
も
の
が
利
権
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
場
合
、
恐
ら
く
何
も
言

え
な
く
な
っ
て
来
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
今
言
う
し
か
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
司
会
】　

武
藤
先
生
、
お
願
い

し
ま
す
。

【
武
藤
】　

僕
は
ロ
マ
ン
チ
ス
ト

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

間
の
根
底
に
あ
る
優
し
さ
を
、

も
う
ち
ょ
っ
と
世
界
の
人
た
ち

皆
が
持
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
や
中
国
で
も
、
個
人

個
人
を
見
れ
ば
持
っ
て
い
る
の

だ
け
ど
、
そ
れ
が
出
せ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
安
保
法
制
の
問
題
と
、

民
主
主
義
に
つ
い
て
、
そ
し
て

最
後
は
今
後
の
運
動
に
つ
い
て

議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
市
井
】　

こ
の
問
題
が
持
ち
上

が
っ
て
き
た
と
き
に
、
何
に
一

番
危
機
感
を
感
じ
た
か
と
い
う

と
、
命
の
問
題
な
の
に
、
そ
こ

に
命
が
ま
る
で
存
在
し
な
い
か

の
よ
う
に
議
論
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
決
め
る
人

た
ち
は
当
然
、
危
険
な
戦
地
に

は
行
か
な
い
。
そ
の
問
題
を
自

民
党
の
議
員
さ
ん
な
ど
に
お
会

い
し
た
と
き
に
ぶ
つ
け
て
も
、

何
だ
か
話
が
通
じ
な
い
ん
で

す
。「
国
防
と
か
う
ん
ぬ
ん
の

前
に
、
命
の
話
を
し
て
い
る
ん

だ
け
ど
！
」
と
い
う
話
が
通
ら

な
い
こ
と
が
、
一
番
恐
ろ
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
村
上
】
私
の
場
合
、
震
災
直

後
、
セ
シ
ウ
ム
の
半
減
期
が

三
十
年
で
対
策
を
ど
う
す
る
か

慌
て
て
い
た
中
で
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
報
告
書
が
た
ま
た
ま

本
棚
に
あ
り
、
そ
こ
に
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
に
含
ま
れ
る
ウ
ラ
ン

238

の
半
減
期
が
「
四
十
五
億

年
」
と
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
が

衝
撃
で
し
た
。
あ
の
瞬
間
に
、

自
分
の
足
元
が
す
っ
ぽ
り
抜
け

て
し
ま
っ
て
。
じ
ゃ
あ
、
あ
の

土
地
に
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
は
、
永
遠
に
そ
う
い
う
苦

し
み
を
味
わ
わ
な
い
と
い
け
な

い
の
か
と
思
っ
た
と
き
か
ら
、

常
に
弱
者
の
視
点
で
物
事
を
見

る
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。
自

衛
隊
員
が
死
ぬ
・
死
な
な
い
だ

横山加奈子氏　城北病院・内科

種市靖行氏
小松ソフィア病院・リハビリテーション科

（
8
面
の
続
き
）

（
10
面
に
続
く
）

安保法制の問題と平和・民主主義の重要性について、２時間にわたって
議論が行われた
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け
で
は
な
く
て
、
じ
ゃ
あ
、
南

ス
ー
ダ
ン
に
行
っ
て
相
手
国
の

誰
と
戦
う
の
か
っ
て
。
子
ど
も

た
ち
が
否
応
な
し
に
兵
士
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

う
い
う
想
像
力
を
働
か
せ
て
、

他
国
の
子
ど
も
た
ち
の
命
の
重

さ
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
九
条
ク
ッ
キ
ー
」で

話
の
き
っ
か
け
に

【
司
会
】　

先
ほ
ど
、
マ
マ
の
会

か
ら
選
挙
の
話
が
出
た
の
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年

以
上
経
っ
て
、
今
、
少
し
ず
つ

原
発
が
動
き
出
し
て
い
ま
す

ね
。
安
保
関
連
法
案
が
通
っ

て
、
一
年
経
つ
と
ど
う
な
る

か
。
や
は
り
国
民
の
中
で
は
薄

れ
て
い
く
。
議
員
に
対
し
て
、

政
治
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が

ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
意
見

は
あ
り
ま
す
か
。
マ
マ
の
会

の
、
こ
の
二
カ
月
間
の
活
動
は

す
ご
い
で
す
よ
ね
。

【
市
井
】　

も
う
、
た
だ
必
死

で
。「
分
か
ら
な
い
か
ら
教
え

て
！
」
と
、
シ
ン
プ
ル
に
行
こ

う
と
。
議
員
さ
ん
に
こ
ち
ら
か

ら
近
づ
い
て
、
ど
ん
ど
ん
介
入

し
て
い
く
、
突
破
口
を
自
ら
開

く
と
い
う
こ
と
で
す
。
与
党
の

議
員
さ
ん
に
は
、
ほ
と
ん
ど

そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
る
。
そ
れ
で

も
根
気
よ
く
「
私
た
ち
あ
な
た

に
興
味
あ
る
よ
、
知
り
た
い
ん

だ
よ
、
教
え
て
よ
」
と
ど
ん
ど

ん
近
づ
い
て
い
っ
た
ら
、
答
え

ざ
る
を
得
な
く
な
る
し
、
私
た

ち
も
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
ん
で
す
。

【
村
上
】　

初
め
は
本
当
に
怒
り

で
し
た
。
原
発
の
と
き
は
す
ご

い
怒
っ
て
、
怒
っ
て
。
自
分
の

生
き
て
き
た
土
地
を
全
部
捨
て

て
ま
で
、
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
。
で
も
、
そ
れ
だ

と
疲
れ
る
だ
け
で
、
何
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
回
は

生
か
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。

【
市
井
】　

こ
れ
、
今
身
に
着
け

て
い
る
も
の
で
す
が
、
九
谷
焼

の
作
家
さ
ん
が
つ
く
っ
た
ブ

ロ
ー
チ
に
、
私
た
ち
の
合
言

葉
の
「
不
断
の
努
力
を
普
段

か
ら
」
と
い
う
憲
法
十
二
条

の
「
十
二
」
を
貼
り
付
け
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
た
周
り
の
人

は
「
え
っ
、
十
二
っ
て
何
な

ん
？
」
と
聞
い
て
く
れ
て
、
憲

法
の
話
が
で
き
て
。
他
に
も
マ

マ
の
中
に
は
ア
イ
デ
ア
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
、
お
菓
子
を
作
っ

て
い
る
お
友
達
は
、
こ
ん
な
九

条
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
い
ま

す
。
九
条
ク
ッ
キ
ー
、
十
二

条
、
十
三
条
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ

て
、
マ
ル
シ
ェ
や
バ
ザ
ー
に
出

し
た
り
し
て
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と

タ
グ
に
九
条
の
内
容
も
書
い
て

あ
り
ま
す
。
す
ご
く
小
さ
な
ア

ピ
ー
ル
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
希
望
が
あ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た

り
、
お
い
し
か
っ
た
り
。

【
司
会
】　

ど
う
で
す
か
、
武
藤

先
生
、
今
の
話
を
聞
か
れ
て
。

【
武
藤
】　

や
っ
ぱ
り
女
性
は
そ

う
い
う
発
想
力
が
あ
り
ま
す

ね
。
男
っ
て
そ
う
い
う
部
分
が

足
り
な
く
て
。

【
市
井
】　

自
民
党
の
議
員
さ
ん

と
会
っ
て
話
し
た
の
で
す
が
、

彼
ら
も
親
な
ん
で
す
。
戦
争
は

し
た
く
な
い
っ
て
い
う
思
い
が

そ
こ
に
は
あ
る
。
そ
れ
は
一
緒

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
け
ど
、

そ
の
方
向
性
が
違
う
。
こ
ち
ら

側
と
し
て
み
た
ら
、
国
防
や
軍

事
費
に
使
う
お
金
の
た
め
に
、

社
会
保
障
費
が
削
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
疑
問
を
抱
き
ま
す
。
現

時
点
で
も
六
人
に
一
人
が
貧

困
。
学
校
の
給
食
し
か
食
べ
ら

れ
な
い
子
た
ち
も
い
る
。
な
の

に
、
今
度
は
政
府
が
子
ど
も
の

支
援
の
た
め
に
基
金
を
作
っ
て

一
般
か
ら
寄
附
を
集
め
ま
し
ょ

う
と
い
う
、
ば
か
な
こ
と
言
い

出
し
て
「
お
か
し
い
や
ろ
」
っ

て
。「
そ
う
い
う
こ
と
は
お
か

し
い
よ
ね
」
と
自
民
党
の
議
員

さ
ん
も
言
っ
て
い
る
。
じ
っ
く

り
と
話
を
す
る
と
問
題
を
共
有

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
を

議
論
の
場
へ

【
横
山
】　

政
治
を
動
か
す
側
に

働
き
か
け
る
っ
て
い
う
こ
と

と
、
国
民
へ
の
広
が
り
で
す
よ

ね
。
い
ろ
ん
な
意
見
の
人
が
い

て
、
日
本
を
守
る
た
め
に
は
自

衛
力
が
必
要
だ
っ
て
言
っ
て
い

る
人
た
ち
と
議
論
す
る
。
こ
の

間
も
、
あ
る
学
習
会
で
安
保
法

制
を
廃
止
に
さ
せ
る
た
め
に
、

ど
う
い
う
思
想
を
社
会
で
形
成

し
て
い
く
べ
き
か
っ
て
私
は
考

え
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
う
で

は
な
く
て
、
よ
り
い
ろ
ん
な
人

を
議
論
に
加
わ
ら
せ
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

こ
そ
が
、
民
主
主
義
じ
ゃ
な
い

か
な
と
。

【
司
会
】
先
ほ
ど
市
井
さ
ん
が

言
わ
れ
た
「
お
任
せ
民
主
主

義
」
か
ら
、
み
ん
な
が
主
体
的

に
関
わ
る
、
一
人
一
人
が
関
わ

れ
る
よ
う
な
民
主
主
義
に
変

わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
ね
。

【
市
井
】　

排
除
し
て
い
く
世
の

中
を
や
め
た
い
。
例
え
ば
、
障

害
の
あ
る
な
し
だ
と
か
。
反
対

意
見
だ
か
ら
あ
い
つ
は
排
除
と

い
う
風
潮
が
、
も
う
ナ
ン
セ
ン

ス
。
戦
争
自
体
も
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
殺
し

あ
っ
て
何
に
な
る
の
と
。

【
司
会
】　

あ
え
て
司
会
な
の
で

言
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
一
方

で
、
Ｉ
Ｓ
の
テ
ロ
や
中
国
、
北

朝
鮮
の
脅
威
に
対
す
る
抑
止
力

論
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
に
関
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

【
市
井
】　

私
は
個
人
的
に
は
、

コ
ス
タ
リ
カ
を
ヒ
ン
ト
に
す
る

の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ス
タ
リ
カ
は
集
団
的
自
衛
権

を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
国
防
力

を
上
げ
た
そ
う
で
す
。
要
は
、

自
分
た
ち
は
平
和
国
家
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
世
界
に
表
明
す

る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
国
に

攻
め
入
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
う

ま
く
外
交
し
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。
使
う
べ
き
は
「
軍
事
よ
り

頭
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
種
市
】　

そ
も
そ
も
中
国
が
日

本
に
攻
め
て
く
る
こ
と
は
、
な

い
と
思
う
。
中
国
は
日
本
と
ア

メ
リ
カ
が
貿
易
の
一
番
の
相
手

国
で
す
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
を
潰
し
に
く
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
得
な
い
と
思
う
ん
で
す

ね
。
そ
れ
に
テ
ロ
と
い
う
こ
と

で
考
え
れ
ば
、
防
衛
力
が
一
番

強
い
ア
メ
リ
カ
は
テ
ロ
を
避
け

ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
。
逆
に
多
い

で
す
よ
ね
。
日
本
は
今
ま
で
テ

ロ
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

わ
け
で
。
じ
ゃ
あ
、
今
ま
で
の

日
本
の
あ
り
方
の
ほ
う
が
正
し

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
も

う
そ
れ
で
証
明
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
よ
ね
。

【
横
山
】　

テ
ロ
リ
ス
ト
が
怖
い

と
い
う
一
点
で
見
ち
ゃ
う
と
、

敵
と
し
か
見
え
な
い
け
ど
、
テ

ロ
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
た
背
景
を

見
て
い
く
と
、
貧
困
な
ど
の
世

界
の
問
題
が
見
え
て
く
る
。
一

点
だ
け
を
見
て
「
敵
だ
か
ら
怖

い
」
と
攻
撃
す
る
と
い
う
の
は

危
険
で
す
ね
。

全
て
に
通
じ
る

民
主
主
義
の
あ
り
方

【
司
会
】　

武
力
で
は
解
決
で
き

な
い
、
終
わ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

【
徳
田
】　

弁
護
士
会
で
い
ろ
い

ろ
集
会
や
デ
モ
を
や
っ
て
も
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
日
マ
マ
の
会

の
話
を
聞
い
て
、
こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
け
ば
い
い
ん
だ

と
い
う
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

【
種
市
】　

や
は
り
何
が
一
番
良

い
の
か
と
い
う
と
、
平
穏
で
、

平
凡
な
日
々
な
ん
で
す
ね
。
僕

ら
は
原
発
事
故
に
遭
っ
て
、
一

度
そ
う
い
う
も
の
を
失
っ
て
い

ま
す
。
も
う
こ
れ
以
上
、
失
い

た
く
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
村
上
】　

仲
の
良
い
お
母
さ
ん

た
ち
の
中
に
も
反
対
意
見
の
人

が
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
の
バ
ッ

ク
な
し
に
、
日
本
は
ど
う
や
っ

て
生
き
て
い
く
の
？
」
と
い
う

課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
き

に
、
そ
う
だ
よ
な
と
も
思
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
私
は
も
っ
と

日
本
が
本
当
の
意
味
で
強
く
な

る
た
め
に
は
転
換
が
必
要
と

思
っ
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
に

入
っ
て
、
外
国
か
ら
の
安
い
も

の
に
み
ん
な
が
食
い
つ
い
て
し

ま
っ
た
ら
、
日
本
の
農
家
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。
だ

か
ら
、
国
内
で
も
っ
と
循
環
し

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
い
ろ
ん

な
分
野
で
循
環
し
て
い
く
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
作
れ
た
ら
、
日

本
は
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
立
て
る

国
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
」
と
い
う
話
を
し
た
ら
、

彼
女
は
「
そ
う
だ
ね
」
と
聞
い

て
く
れ
て
、
対
話
が
生
ま
れ
た

ん
で
す
。

そ
れ
と
、
子
ど
も
の
教
育
が

す
ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
す
る
力
や
感

受
性
豊
か
に
育
つ
教
育
と
、
相

手
の
意
見
を
受
け
止
め
ら
れ
る

経
験
が
と
て
も
大
切
だ
と
。
今

後
、
安
保
法
制
の
こ
と
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
同
時
進
行
で
い

ろ
ん
な
こ
と
を
ア
ク
シ
ョ
ン
し

て
、
本
当
の
意
味
で
の
強
さ
と

い
う
も
の
を
築
き
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】　

安
保
関
連
法
か
ら
始

ま
っ
た
け
ど
、
民
主
主
義
、
立

憲
主
義
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
教
育
や
選
挙
の
あ
り

方
な
ど
、
全
て
に
関
わ
っ
て
、

全
て
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

【
市
井
】　
「
愛
し
て
る
よ
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
り
、「
あ

な
た
は
大
切
な
人
だ
よ
」
と
い

う
こ
と
を
、
い
か
に
言
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
か
、
不
安
だ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
が
、
今
の
日
本

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

【
徳
田
】　

今
日
帰
っ
た
ら
妻
に

「
愛
し
て
る
よ
」
っ
て
言
い
ま

す
（
笑
）

【
司
会
】　

そ
う
で
す
か
。
日
本

を
変
え
る
の
は
、
も
し
か
し
て

女
性
か
も
し
れ
な
い
ね
。
な
の

で
、
家
に
帰
っ
て
「
あ
り
が
と

う
」
の
一
言
は
や
っ
ぱ
り
大
事

で
す
ね
。

【
市
井
】　

議
員
さ
ん
に
も
ね
、

会
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、

「
す
ご
い
好
き
に
な
り
ま
し

た
！
」
っ
て
い
う
こ
と
を
常
に

言
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
司
会
】　

何
と
な
く
で
す
が
、

方
向
性
は
見
え
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
今
日
は
大
変
お

忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

武藤一彦氏　むとう小児科医院院長

斉藤典才理事　城北病院・外科

（
9
面
の
続
き
）

９条クッキーは平和への想いのこもった
メッセージ付き
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2016年 謹賀新年2016年 謹賀新年

最前線の医療現場と高度なテクノロジーを結び続けて40年

〒920-0015 金沢市諸江町上丁574番地
TEL（076）221-3141㈹ FAX（076）262-5142

http://www.me-komura.com/
〒920-0025　金沢市駅西本町2丁目11番29
TEL：076-222-5111㈹　FAX：076-264-2334

石川県保険医協会

本紙を作成するにあたり、その製作費の一部を掲載各社より
ご協賛いただきました。 ありがとうございました。

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階
TEL（076）222‐5373
FAX（076）231‐5156

保険医協会の共済制度を取り扱っています。
代表取締役　西　田　直　巳

㈲ヒポクラテス

〒920‐0061　金沢市問屋町1‐72
TEL（076）239‐1223  FAX（076）239‐1224

代表取締役社長　山上   公介

石川米油株式会社

ESSO

石油製品御小売販売・車検整備・介護事業

本　社／〒９２０-８５３９  金沢市問屋町２-４６
TEL ０７６-２３７-５５５５㈹  FAX ０７６-２３７-６５８４
支店／金沢 ・ 富山 ・ 福井　
営業所／七尾 ・ 高岡 ・ 敦賀
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

北陸支社

〒920-0853 金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢8F
三井生命保険株式会社　℡076-263-3256

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。

野々市市下林2丁目94番地

パナソニック メディコムネットワークス株式会社
〒920-0022 石川県金沢市北安江1-3-24 金沢フロントビル7F
TEL：076(234)1411 FAX：076(233)7633
ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｐａｎａｓｏｎｉｃ．ｃｏ．ｊｐ/ｈｃｃ/ｐｈｃ/ｐｈｃｍｎｃ/

電子カルテ▪レセプトコンピューター及び関連周辺機器

金 沢
営業所

 金沢市松島1丁目40番地
TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921－8801  石川県野々市市御経塚3丁目47番地

TEL：076－214－3311（代表）
FAX：076－214－3312　　　　

JX 日鉱日石エネルギー（ENEOS）特約店

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、
              常に挑戦し続ける総合商社

富士フイルム・キヤノン代理店

株式
会社

〒920-0804　金沢市鳴和2-9-25
TEL（076）252-4381   FAX（076）252-4377　
カメラ・写真材料・医療機器・事務機・AV機器

地域と健康を結ぶ医療へのトータルサポート

それは私たちの変わらない理念です。

〒920-0842　金沢市元町2丁目13番8号
TEL（076）251-5502　FAX（076）251-7400

http ://www.knowmed. jp/

ナレッジメディカル株式会社

医療機器販売

金沢市諸江町下丁372番地

福井医療株式会社
金沢支店

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025
本　社／福井市問屋町4丁目901
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庭
に
歌
あ
り

会員投稿会員投稿
大
ホ
ー
ル
は
い
り
ま
せ
ん

そ
の
か
わ
り
大
き
な
木
一
本
残

し
て
お
い
て
下
さ
い

春
は
小
鳥
の
歌
声

夏
は
蝉
の
大
合
唱

秋
は
枯
葉
の
金
の
踊
り

冬
は
空
高
く
木
枯
ら
し
の
笛

 

（
星
野　

富
弘
）

庭
は
人
に
最
も
身
近
な
自
然

で
あ
る
。
季
節
の
変
化
を
速
や

か
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

庭
を
造
っ
て
四
十
年
近
く
に

な
り
、
や
っ
と
家
と
庭
と
の
違

和
感
が
な
く
な
り
、
好
み
の
庭

に
な
っ
て
き
た
。
樹
木
や
花
を

眺
め
、
う
っ
す
ら
と
し
た
記
憶

の
中
か
ら
蘇
っ
て
く
る
歌
を
口

ず
さ
み
思
い
出
に
浸
っ
て

み
る
。

春
：
山
茶
花
の
垣
根
に
囲
ま

れ
た
前
庭
を
、
一
番
に
彩
る
の

は
八
重
の
紅
梅
。
小
枝
に
ぽ
つ

り
ぽ
つ
り
と
咲
き
始
め
る
と
き

が
可
愛
ら
し
い
。

梅
一
輪　

一
輪
ほ
ど
の　

暖
か

さ 

（
嵐
雪
）

東
風
吹
か
ば　

に
ほ
い
お
こ
せ

よ　

梅
の
花　

主
な
し
と
て　

春
を
忘
る
な 
（
菅
原　

道
真
）

住
ま
い
と
医
院
と
の
間
に
植

え
た
、
一
握
り
に
も
満
た
な
い

太
さ
の
染
井
吉
野
。
四
十
年
近

く
経
っ
た
今
で
は
、
ふ
た
抱
え

ほ
ど
の
幹
に
育
っ
て
い
る
。
若

い
と
き
は
桜
の
花
見
に
は
あ
ま

り
興
味
が
無
か
っ
た
が
、
年
を

加
え
る
ご
と
に
桜
の
花
が
待
ち

遠
し
い
。

世
の
中
に　

絶
え
て
桜
の
な
か

り
せ
ば　

春
の
心
は　

の
ど
け

か
ら
ま
し 

（
在
原　

業
平
）

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と　

思
い
出
す

さ
く
ら
か
な 

（
芭
蕉
）

夏
：
初
夏
、
バ
ラ
、
つ
る
バ

ラ
、
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、

朝
露
を
溜
め
た
バ
ラ
の
花
弁
は

美
し
い
。

洗
い
た
て
の　

心
に
ひ
と
つ　

咲
き
そ
う
な　

バ
ラ
の
つ
ぼ
み

を　

感
じ
る
朝 

（
俵　

万
智
）

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け

て
咲
く
百
日
紅
、
夏
の
盛
り
が

去
る
の
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に

寂
し
げ
に
咲
い
て
い
る
。

散
れ
ば
咲
き　

散
れ
ば
咲
き
し

て　

百
日
紅

 

（
加
賀　

千
代
女
）

秋
：
四
季
の
中
で
一
番
好
き

な
季
節
。
花
も
木
の
葉
も
深
み

の
あ
る
色
合
い
に
な
り
、
澄
ん

だ
光
が
庭
の
木
々
を
鮮
や
か
に

描
き
出
す
。

春
は
唯　

花
の
ひ
と
え
に　

咲

く
ば
か
り　

物
の
あ
は
れ
は　

秋
ぞ
ま
さ
れ
る

 

（
詠
み
人
知
ら
ず
）

秋
来
ぬ
と　

目
に
は
さ
や
か
に

見
え
ね
ど
も　

風
の
音
に
ぞ　

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る 

（
敏
行
）

庭
に
か
す
か
に
虫
の
声
を
聞

き
始
め
る
と
、
も
う
秋
。

こ
の
夕
べ　

秋
は
来
ぬ
ら
し　

我
が
宿
の　

草
も
ま
が
き
に　

虫
の
な
く
な
る 

（
良
寛
）

う
ら
を
み
せ　

お
も
て
を
み
せ

て　

散
る
も
み
じ 

（
良
寛
）

冬
：
雪
の
中
に
咲
く
垣
根
の

中
の
山
茶
花
。
身
を
切
る
よ
う

な
寒
さ
の
中
に
、
薄
紅
色
の
八

重
の
花
び
ら
が
温
か
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

山
茶
花
の　

冬
が
愉
し
く　

始

ま
り
ぬ　

な
つ
か
し
き　

冬
の

朝
か
な 

（
暁
波
）

山
茶
花
を　

雀
の
こ
ぼ
す　

日

浦
井

　一
樹
（
金
沢
市
・
歯
科
）

浦
井

　一
樹

浦
井

　一
樹

浦
井

　一
樹

浦
井

　一
樹

浦
井

　一
樹
（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

（
金
沢
市
・
歯
科
）

初
か
ぶ
ら
寿
司
作
り

会員投稿会員投稿
和
か
な 

（
子
規
）

私
の
健
康
法
の
一
つ
は
、
雪

が
降
ら
な
い
限
り
朝
庭
に
出

て
、
木
や
花
が
浄
化
し
て
く
れ

た
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い

に
吸
い
、
淀
ん
だ
息
を
吐
き
出

す
こ
と
。
そ
し
て
・
・
・
草
や

花
の
香
り
を
楽
し
む
。
木
は
自

然
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
摂
理
に

従
い
、
焦
ら
ず
、
慌
て
ず
、

じ
っ
と
し
て
実
に
忍
耐
強
い
。

人
は
自
然
に
逆
ら
っ
て
生
き

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
自

然
を
支
配
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
に
。

朝
、
散
歩
に
出
か
け
る
こ

と
が
多
い
。
そ
し
て
他
人
の

庭
を
覗
く
。
朝
だ
と
怪
し
む

人
は
い
な
い
。
庭
に
住
む
人

の
顔
が
あ
り
、
庭
か
ら
穏
や

か
な
家・

庭・

を
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
木
や
花
は
、
人

の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

か
ら
。

春
は
花　

秋
は
も
み
じ
の　

む
す
び
木
は　

こ
の
世
の
幸　

め
で
た
か
り
け
り

 

（
桂
昌
院
）

冬
の
金
沢
、
と
言
え
ば
私
は

楽
し
み
な
物
が
一
つ
あ
る
。
そ

う
、
か
ぶ
ら
寿
司
で
あ
る
。
金

沢
に
来
て
七
年
、
名
前
は
知
っ

て
い
る
も
の
の
、
か
ぶ
ら
寿
司

な
る
物
を
賞
味
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
昨
年
初
め
て
口
に

し
、
た
か
が
高
価
な
漬
け
物
と

思
っ
て
い
た
私

は
、
そ
の
味
に

衝
撃
を
受
け

た
。
な
れ
ず
し

と
聞
き
、
食
べ

に
く
い
玄
人
好

み
の
味
だ
ろ
う

と
構
え
て
い

た
。
実
際
は
、

香
り
は
キ
ツ
く

な
く
、
麹
の
甘

さ
、
柚
子
の
香

り
、
鰤
の
旨

み
、
そ
れ
ら
を

分
厚
く
切
っ
た
カ
ブ
が
包
み
込

む
、
な
ん
と
も
優
し
い
味
で
、

た
い
そ
う
美
味
で
あ
っ
た
。
聞

け
ば
、
昔
は
殿
様
の
食
べ
物

だ
っ
た
と
か
。
な
る
ほ
ど
、
優

雅
な
味
で
、
お
よ
そ
漬
け
物
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
収
ま
ら

な
い
高
貴
な
味
だ
。

か
ぶ
ら
寿
司
は
美
味
で
あ

る
！　

し
か
し
、
随
分
と
高
価

で
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
数
少

な
い
趣
味
が
料
理
で
あ
る
私
の

料
理
魂
？　

が
騒
ぎ
出
す
。
な

ら
ば
、
自
分
で
作
っ
て
し
ま
お

う
。
マ
イ
ぬ
か
床
を
所
有
し
、

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
漬
け
も
作
り
、

色
々
な
漬
け
物
作
り
を
経
験
し

て
い
る
。
で
き
る
だ
ろ
う
と
思

い
、
調
べ
て
み
る
。・・・
何
々
、

塩
漬
け
の
鰤
、
塩
漬
け
の
カ
ブ

を
麹
に
漬
け
る
な
れ
ず
し
で
あ

る
、
と
。
文
章
で
見
る
と
、
簡

単
な
よ
う
に
思
え
た
。

ま
ず
、
買
い
物
。
鰤
は
、
ま

だ
売
り
場
に
並
ん
で
い
な
い
。

刺
身
な
ら
い
い
か
、
と
サ
ワ
ラ

を
購
入
。
カ
ブ
・
・
・
は
あ
る

も
の
の
、
か
ぶ
ら
寿
司
！　

と

言
え
る
ほ
ど
立
派
な
も
の
で
は

な
い
。
軽
い
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
。
ネ
ッ
ト
で
人
気
の
レ
シ
ピ

を
調
べ
、
さ
っ
そ
く
作
成
。

魚
、
カ
ブ
を
塩
漬
け
二
週
間
。

麹
床
を
作
り
、
そ
れ
ら
を
本
漬

け
一
週
間
。
そ
し

て
、
人
生
初
の
自

作
の
か
ぶ
ら
寿
司

が
出
来
た
。
自
分

で
作
っ
た
と
い
う

思
い
の
補
正
を
入

れ
て
も
、
六
十

点
。
思
っ
て
い
た

味
に
な
ら
な
い
と

は
思
っ
て
い
た

が
・
・
・
難
し
い
。

甘
さ
が
少
な
い
、

唐
辛
子
も
分
量
通
り
入
れ
た

が
、
辛
す
ぎ
る
。
カ
ブ
は
変
色

し
て
し
ま
っ
て
・
・
・
残
念
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
を
肴
に
石
川
の
地
酒
を

飲
み
つ
つ
、
次
こ
そ
は
と
決
意

を
新
た
に
し
た
十
二
月
の
夜
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

金
沢
の
冬
が
到
来
し
、
か
ぶ
ら

寿
司
作
り
に
良
い
時
期
に
な

る
。
今
冬
は
あ
と
二
、三
回
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
う
。

な
か
な
か
思
い
の
味
が
出
な
い

と
い
う
の
も
、「
ア
ジ
」
で

あ
る
。

春を待つ染井吉野

小鳥の遊び場、椎の木

初めて出来上がったかぶら寿司

麹床での本漬けは１週間ほど
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・
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ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
国

会員投稿会員投稿
二
〇
一
五
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ

ノ
イ
に
行
っ
て
き
た
。
ハ
ノ
イ

に
到
着
し
た
翌
日
の
四
月
三
十

日
は
、
ち
ょ
う
ど
、
南
ベ
ト
ナ

ム
解
放
四
十
周
年
の
日
だ
っ

た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
（
旧
サ
イ

ゴ
ン
）
で
は
、
盛
大
な
式
典
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
ハ
ノ
イ
の
街

中
に
、
四
十
周
年
を
記
念
す
る

旗
が
ひ
ら
め
い
て
い
た
。
そ
ん

な
記
念
す
べ
き
日
に
、
ハ
ノ
イ

に
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

何
か
の
因
縁
か
も
し
れ
な
い
。

僕
の
記
憶
の
中
に
は
、
南
ベ

ト
ナ
ム
の
戦
場
で
あ
っ
た
り
、

ハ
ノ
イ
へ
の
爆
撃
で
あ
っ
た

り
、
当
時
の
写
真
が
静
止
し
た

よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
は
四
十
年
以
上
も
前

の
こ
と
で
あ
り
、
ハ
ノ
イ
は

と
っ
て
も
平
和
な
街
だ
っ
た
。

道
路
に
は
、
車
や
多
く
の
バ
イ

ク
が
行
き
交
い
、
道
路
脇
に
は

大
き
な
街
路
樹
が
生
い
茂
り
、

朝
、
昼
、
夜
に
は
、
人
々
が
歩

道
ま
で
あ
ふ
れ
て
食
事
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
市
場
に
は
、
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
、
肉
が
売
ら

れ
、
買
い
物
客
で
混
雑
し
て

い
た
。

ハ
ロ
ン
湾
に
行
く
途
中
の
休

憩
所
で
、
刺
繍
工
場
を
見
学
し

た
。
こ
こ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
孤
児
や
枯
葉
剤
の
被
害
者
た

ち
を
救
済
す
る
工
場
だ
そ
う

だ
。
ベ
ト
ナ
ム
社
会
の
底
に

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
傷
跡
が

ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
に
違
い

な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
は
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
独

立
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
そ
し

て
、
そ
の
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

中
国
と
の
戦
争
と
、
四
十
年
以

上
も
戦
争
を
強
い
ら
れ
て
き

た
。
も
し
戦
争
が
な
か
っ
た

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
は
も
っ
と
経
済

的
に
発
展
し
た
国
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

れ
に
し
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人

た
ち
は
勇
敢
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
と
い
う

大
国
と
の
戦
い
に
勝
利
し
て
き

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
と
独

立
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て

知
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
と
よ
く
似

た
国
だ
。
昔
か
ら
、
中
国
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
に
も
元
か
ら
の
侵
攻
が

あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
と
き
、

龍
の
親
子
が
降
り
立
ち
、
口
か

ら
火
を
吹
い
て
敵
を
打
ち
破
っ

た
そ
う
だ
。
な
ん
だ
か
、
日
本

の
カ
ミ
カ
ゼ
と
似
て
い
る
。
そ

し
て
、
南
北
に
細
長
い
こ
と
も

同
じ
だ
。
た
だ
、
陸
続
き
ゆ
え

に
、
周
辺
国
の
影
響
を
強
く
受

け
た
。

ベ
ト
ナ
ム
は
米
文
化
の
国
ゆ

え
に
、
日
本
人
の
味
覚
と
共
通

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
僕

は
、
フ
ォ
ー
と
バ
イ
ン
ミ
ー
と

生
春
巻
き
だ
け
で
ベ
ト
ナ
ム
で

生
き
て
い
け
そ
う
だ
。
そ
の
他

の
食
事
も
お
い
し
か
っ
た
。
他

の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
と
違
っ

て
、
香
辛
料
が
強
く
な
い
。

僕
は
、
僕
の
記
憶
の
あ
る

四
十
年
以
上
前
の
ベ
ト
ナ
ム
と

同
じ
よ
う
に
、
今
日
の
ベ
ト
ナ

ム
も
大
好
き
に
な
っ
た
。

小
山

　文
誉
（
金
沢
市
・
検
診
科
）

小
山

　文
誉

小
山

　文
誉

小
山

　文
誉

小
山

　文
誉

小
山

　文
誉
（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

（
金
沢
市
・
検
診
科
）

ア
イ
ガ
ー
北
壁

会員投稿会員投稿

書
初
や
　
墨
た
っ
ぷ
り
と
　
無
事
の
二
字

穏
照
や
　
橋
立
港
の
　
蟹
宝
石

11
月
22
日
　
や
さ
し
き
こ
と
を
　
話
し
け
り

す
れ
違
う
　
パ
ッ
プ
の
匂
い
　
年
の
暮
れ

頬
白
や
　
梅
の
蕾
に
　
お
め
で
と
う

い

い

ふ

う

ふ

ア
イ
ガ
ー
、
標
高
三
九
七
〇
メ
ー
ト
ル
。
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
、
ス
イ
ス

中
西
部
ベ
ル
ナ
ー
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
地
方
の
代
表
的
な
山
で
す
が
、
北
壁
登
攀
を
め
ぐ

る
、
数
々
の
人
間
ド
ラ
マ
で
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

そ
の
雄
姿
を
眺
め
た
く
、
去
る
三
月
、
山
仲
間
と
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
山
麓
で
ス

キ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
時
折
仰
ぎ
見
た
ア
イ
ガ
ー
の
山
容
は
厳
し
く
も
美
し
く
、
と
り

わ
け
北
壁
は
圧
倒
的
な
迫
力
で
し
た
。

会　員　投　稿会　員　投　稿

去
年
今
年

勝
木　

道
夫
（
小
松
市
・
整
形
外
科
）

ホーチミン廟前にて、筆者（写真右）と奥さま
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昨年は、３月の北陸新幹線金沢開業以来、金沢市とその周辺が、一大観
光ブームに沸いた一年であった。東京―金沢間が２時間半となるのは、確
かに魅力であるが、スピードが全てだろうか。高度経済成長と車社会の到
来で「国鉄」の経営が傾き始めたころ、一人の老舗出版社の編集者が、鉄
道紀行作家としてデビューした。それが、今回紹介する宮脇俊三である。
鉄道紀行と時刻表を愛し、その文章の文学的価値も高く、彼を上回る鉄道
紀行作家は出ていないと思う。

今回は宮脇作品の一部を紹介し、「旅」の魅力について考えてみたい。

● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ●

宮脇俊三　鉄道紀行全集　全６巻
●宮崎俊三（著）　●角川書店（1998年12月初版）

　全集に収録された90編以上の作品から、代表作である『時刻表２万キ
ロ』『最長片道切符の旅』をまとめて評論し、『増補版 時刻表昭和史』と
海外鉄道取材の代表作『シベリア鉄道9400キロ』を各々取り上げ、解説
する。

①『時刻表２万キロ』『最長片道切符の旅』(全集第1巻に収載)
共に著者の代表作であり、鉄道紀行作家としての地位を確固とした二作

品である。前者は、中央公論社勤務時代の作品。後者は会社を辞し、旅行
作家専業となってからの作品である。著者は小さいときから列車旅行が大
好きであり、時刻表マニアでもあった。会社員時代も週末を利用して、時
刻表を調べながら全国の国鉄の路線を乗りまくった。９割方、乗り尽くし
たころから、それなら当時の国鉄全線を完乗しようと決心し、ほぼ３年

（1975年～1977年）を経て、残りの路線を完乗した。目的を達成した当時、
国鉄の全営業キロが約２万キロであったことから、このタイトルを付けた
という。

一方、『最長片道切符の旅』は、途中で折り返したり重複して乗車しな
ければ、一枚の切符で乗車することが可能という国鉄のルールに基づき、
一枚の一筆書き切符を使って、日本国内最長の旅を計画し、見事それを達
成した記録である。1978年10月、北海道広尾線広尾駅から、鹿児島県指宿
枕崎線枕崎駅までの、約1万3千キロの乗車記録である（もっとも、連続し
て乗車したのではなく、仕事の都合で何回も途中下車して帰京し、日を改
めて、その途中下車駅に戻り、旅を再開。切符の有効期限いっぱいを使っ
て完了した）。

常識的に考えれば、どっちもバカバカしいことをしたものだが、読み
始めると引き込まれ、筆者と一緒に鉄道旅をしている気分になる。文章が
平易で、ユーモアに富み、マニアっぽい鉄道メカの話などは、ほとんどな
い。その代わりに、乗客、駅員、車掌の様子、車窓から見える風景描写、

該当路線の地域の特徴、歴史のさりげない解説などがあり、紀行文が立派
な文学作品となっている。だがその裏で、綿密な取材や調査などの下調べ
をして書いていることが、後日公開された「取材メモ」などで明らかにさ
れている。

国鉄全体の経営危機がささやかれるようになった、この1970年代、赤字
を抱えたローカル線、主に盲腸線の多くは、現在は廃線となっている。二
度と宮脇の旅の再現はありえない。もう一点、このころの長距離輸送の主
役は「急行列車」で、「特急」は少なかった。現在、急行はほぼ全滅状態で、
時の流れを感じる。

鉄道紀行を立派な文学作品にまでにした、宮脇の功績は大きい。宮脇
は、ピカイチの鉄道紀行作家であったと思う。

②『増補版 時刻表昭和史』（全集第2巻に収載)
著者は幼いときからの時刻表マニアでもある。1933年から終戦を挟んだ

1948年までの旅行記である本書は、必ずそのテーマの列車の時刻表も添付
して解説している。この時期、日本は太平洋戦争にのめり込んでいた。惨
めな敗戦と戦後の混乱期の記録であるが、時刻表は世相を反映し、列車運
行がめまぐるしく変化しているのが興味深い。

ところで、個人的な興味として、終戦の日の正午、玉音放送が流れた時
刻に、全国の列車はどうなっていたのだろうか。全ての列車をどこかの駅
で止めて、乗務員、乗客一同もあの放送を聞いたのかという疑問である。
著者と父親は、玉音放送を米坂線の今泉駅の広場で聞いているのだが、列
車はというと、「～時は止まっていたが、列車は走っていた～いつものよ
うに何事もなかったように進入してきた。～列車は時刻表通り走っていた」
のである。

この記載には感激した。政府の命令を忠実に守り、玉音放送を聞いてい
たのが日本人なら、そのときもひたすら時刻表通りに列車を動かしていた
のもまた、日本人なのである。

時刻表は、鮮やかに昭和史を映し出している。そんな感慨にふける一冊
である。

③『シベリア鉄道9400キロ』(全集第4巻に収載)
ウラジオストクからモスクワまでのシベリア鉄道の完乗は、鉄道マニア

の憧れであるが、実際は簡単ではない。特に旧ソ連時代に実現させること
は、大変な困難であった。当時のウラジオストクは軍港で、外国人は入れ
ない。著者は何としてでも乗りたいと、ここを回避した行程を組んだ。船
で新潟からナホトカに行き、ボストーク号、モスクワ号を乗り継いでの船
泊２日、車中泊８日の旅である。他の宮脇作品と同じくユーモアにあふ
れ、読む者を飽きさせない。車窓描写より、車内の様子、乗務員（車掌や
ウエイター）との交流―と言ってもソ連時代の公務員でいかにも官僚的な
対応―や、食堂と食べ物とお酒などの話が主である。実のところは、単調
な長旅だったのであろうが、読者を飽きさせない話題でつないでいる。著
者の列車旅は、いつもは一人旅であるが、今回は出版社の男性との二人旅
で、その会話が当意即妙で楽しい。鉄道ファンにとっては憧れのシベリア
鉄道だが、実際は単調な旅で、乗り通す乗客は少なく、短距離利用が圧倒
的であることも知った。憧れであるけれど、実現は無理だと思う。

著者は「旅と旅行は違う」と言う。自己の心を友として、異郷をさすら
う「旅」は失われ、観光地や温泉地をセットにした「旅行」ばかりが横行
するようになった。「一人旅」という言葉があるが、「一人旅行」とは言わ
ない。これが宮脇流の鉄道「旅」の真骨頂である。さらに私流の「旅」へ
の考えを加えれば、今はあまりにも、目的地に早く着くことを重視し、そ
の過程を楽しむことを軽視している。新幹線、飛行機の旅はあまりにも味
気ない。北陸新幹線は開業以来、順調に乗客数をのばしているが、その
行程の50％近くがトンネルで、トンネル外でも高い防音壁に囲まれてお
り、車窓を楽しむには制限が多い。在来線に乗ってゆっくり展望を楽しむ

「旅」も、良いのではないかと思う。　
もし今、宮脇が生きていたら、北陸新幹線について、どんな乗車記を書

いただろうか。想像するだけで楽しい。

○テーマ─

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する
47その読書教室

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的複眼的にににににににに思索思索思索思索思索思索思索思索思索思索思索思索するするするするするするするするするするするするするするするするするするするするするする複眼的に思索する
49その読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室読書教室

戦争について考えてみよう○テーマ─

○テーマ─ 現代の犯罪と捜査権力の闇
～少女誘拐殺人事件と鳥取連続不審死事件～○テーマ─

喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する
43その読書教室

宮脇俊三の鉄道の旅
～鉄旅の魅力、点の観光から線の旅へ～
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武
藤

　一
彦
（
白
山
市
・
小
児
科
）

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第1回》

こ
こ
ろ
の
病
気
が

　
　増
え
て
い
る

外
来
を
受
診
す
る
子
ど
も
た

ち
に
、
笑
顔
が
少
な
い
。「﹃
胸

が
痛
い
﹄
と
、
随
分
前
か
ら
訴

え
て
い
る
」
と
、
母
親
と
受
診

し
た
小
学
三
年
生
の
女
の
子
。

お
話
を
聴
き
な
が
ら
、「
そ

り
ゃ
ー
、
痛
く
も
な
る
な
ー
」

と
納
得
す
る
。
な
ん
と
、
五
つ

も
習
い
事
を
し
て
い
る
。
学
習

塾
、
ピ
ア
ノ
、
そ
ろ
ば
ん
、
バ

レ
ー
に
英
語
。
自
由
な
日
は
一

日
も
な
い
。
母
親
は
得
意
そ
う

に
、
こ
う
言
っ
た
。「
こ
の
子

が
ど
う
し
て
も
習
い
た
い
っ
て

言
う
か
ら
」。
さ
ら
に
話
を
聴

い
て
み
る
と
、
子
ど
も
の
本
当

の
心
が
見
え
て
き
た
。「
頑
張

る
と
、
お
母
さ
ん
が
褒
め
て
く

れ
る
」。
子
ど
も
に
と
っ
て
お

母
さ
ん
は
、
自
分
が
愛
さ
れ
て

い
る
と
い
う
自
信
を
持
て
る
最

高
の
存
在
な
の
だ
。
お
父
さ

ん
は
忙
し
い
。
た
ま
に
「
元

気
？
」
っ
て
声
を
か
け
て
く
れ

る
け
ど
、「
元
気
じ
ゃ
な
い
」

と
は
言
え
な
い
。
五
つ
の
習
い

事
を
手
抜
き
な
し
で
が
ん
ば
る

こ
と
は
、
お
母
さ
ん
が
こ
ち
ら

を
振
り
向
い
て
く
れ
る
唯
一
の

手
段
だ
っ
た
の
だ
。
親
は
子
ど

も
を
愛
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
子
ど
も
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
心
で
思
っ
て
い
て
も
、

言
葉
や
態
度
で
表
さ
な
い
と
伝

わ
ら
な
い
。
日
本
人
の
奥
ゆ
か

し
さ
は
、
愛
を
伝
え
る
た
め
に

は
ブ
レ
ー
キ
と
な
る
。
ま
た
、

忙
し
す
ぎ
る
日
本
の
親
は
、
愛

を
伝
え
る
作
業
に
、
つ
い
気
を

抜
い
て
し
ま
う
の
だ
。

心
の
病
気
に
は
、
き
ち
ん
と

し
た
理
由
が
あ
る
。「
火
の
な

い
所
に
、
煙
は
立
た
な
い
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
は
、
本
当
だ
と

思
う
。
現
代
の
日
本
社
会
で
吹

き
荒
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

問
題
行
動
は
、
そ
れ
な
り
の
理

由
が
あ
る
の
だ
。
中
学
一
年
生

が
五
月
の
連
休
後
、
学
校
を
休

み
出
す
。
親
は
ビ
ッ
ク
リ
し

て
、
相
談
セ
ン
タ
ー
の
門
を
く

ぐ
る
。
父
「
あ
ん
な
に
素
直

で
、
反
抗
な
ん
て
一
回
も
し
た

こ
と
が
な
い
息
子
が
、
ど
う
し

て
な
ん
だ
」。
母
「
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
お
手
伝
い
が
好
き
で
、

い
つ
も
頼
り
に
し
て
い
た
の

に
、
ど
う
し
て
な
の
」。
不
登

校
の
子
ど
も
が
養
護
学
校
の
あ

る
施
設
に
、
入
所
を
希
望
し
て

来
ら
れ
た
と
き
の
共
通
の
会
話

で
あ
る
。
家
族
内
の
緊
張
状
態

が
子
ど
も
を
素
直
に
さ
せ
る
。

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
そ
の
環

境
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
い
子
で
い
る
必
要
が
あ
っ
た

の
だ
。
別
に
、
特
別
な
家
庭
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
子
ど
も

が
学
校
へ
行
き
渋
る
行
動
は
、

彼
の
初
め
て
の
意
思
表
示
だ
っ

た
の
だ
。
子
ど
も
が
自
己
主
張

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
親
と

の
切
磋
琢
磨
が
な
い
と
い
う
こ

と
。
親
に
と
っ
て
も
子
ど
も

に
と
っ
て
も
、
心
が
育
つ
に

は
、
ぶ
つ
か
り
合
い
が
必
要
な

の
だ
。
そ
れ
が
、
家
庭
の
存
在

価
値
で
あ
る
。
子
ど
も
を
一
つ

の
人
格
と
し
て
認
め
、
愛
し
、

信
頼
し
、
怒
り
、
笑
い
、
泣

く
・
・
・
人
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。

早
期
保
育
、
病
児
保
育
、
夜

間
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
の
利

用
者
が
増
え
て
い
る
、
日
本
の

子
育
て
事
情
は
複
雑
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
子
ど
も
と
親
の
関

係
を
疎
遠
に
す
る
危
険
性
を
孕

ん
で
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困

は
、
親
の
貧
困
で
あ
り
、
そ
の

現
実
が
母
親
の
早
期
就
労
を
固

定
化
す
る
。
子
ど
も
は
誰
が
育

て
る
の
か
。
責
任
者
は
誰
な
の

か
。
再
度
、
納
得
で
き
る
議
論

が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
充

分
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
愛
で
裏

打
ち
さ
れ
た
言
葉
や
態
度
が
子

育
て
の
基
本
と
捉
え
、
国
と
し

て
全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ

る
。
社
会
の
弱
者
で
あ
る
母
子

を
守
る
こ
と
が
、
こ
こ
ろ
の
病

気
を
予
防
し
、
か
つ 

、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
本
へ

と
向
か
う
、
唯
一
の
手
段
で
あ

る
と
思
う
。

価格改定のお知らせ

お口の機能を
     育てましょう

食育
パンフレット

5万冊完売！好評につき、
第3刷を発行しました。

新価格は以下の通りです。
定価300円（税込） ／会員価格150円（税込）
※100冊以上ご注文いただく場合、
　特価（１冊税込100円）で販売します。
※送料は別途ご負担いただきます。
※10冊単位での販売となります。
B5判／20㌻／カラー

注文先：石川県保険医協会
ＴＥＬ: 076‒222‒5373  ＦＡＸ: 076‒231‒5156  E-mail : ishikawa-hok@doc-net.or.jp
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ヨコのカギ

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、
図書カード（2,000円分）をプレゼント。新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます

【解き方】
ヒントをもとに
《二重ワクの5文字》を
うまく並べてできる言葉は、
なに？　 【作／モロズミ勝】

１　砂漠の乗り物
4　日本髪の……を付けて初もうで
7　猿も入浴する長野県地獄谷……
8　１月７日に食べる……がゆ
10　苦あれば……あり
11　猿・豚・河童が登場します
14　ときには木から落ちます
15　持ち歩き可能な……型パソコン
16　区域。サービス……
18　2月が1日多い今年は……年
20　ベンジンやガソリンは……油
22　はしかともいいます
24　敷布団の上に敷きます
25　ロシア語でスパシーバ
27　へのへのもへの顔文字が定番
29　真綿で作った花嫁のかぶり物
31　レディーのことです
33　一……の虫にも五分のたましい
34　空気・水素・酸素・ガスなど
35　煮炊きで勢いの弱い火
36　男の42歳、女の33歳は……年

１
　
順
位
。…
…

イ
ン
。

２
　
少
な
い
人
で
も
７
つ
は
あ
る

３
　
舞
踏
家
。
バ
レ
ー…

…

４
　
女
性
の
か
ん
高
い…

…

声
の
悲
鳴

５
　
猿
の…

…

渡
り
。…

…

引
き

６
　
高
い
低
い
の
差

７
　「
森
の
人
」
と
呼
ば
れ
る
猿
は
？

９
　
木
下
藤
吉
郎
（
秀
吉
）
の
あ
だ
名

12
　
犬
歯
。…

…

歯

13
　
ド
ラ
イ
の
反
対
語
は
？

15
　
コ
レ
の
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す

17
　
海
に
潜
っ
て
ア
ワ
ビ
な
ど
を
取
る
女
性

19
　
優
勝
し
て
興
奮
の…

…

と
化
し
た

21
　
お
年
玉
つ
き
の
年
賀…

…

23
　
丸
い
お
供
え
、…

…

い
切
り
餅

24
　
先
生
が
走
る
月

25
　…

…

は…
…

の
風
が
吹
く

26
　…

…

の
正
面
だ
ー
れ
？

28
　
一
泊
二…

…

。
衣…

…

住

30
　
釣
り
人
が
見
つ
め
ま
す

32
　
子
ど
も
は…

…

折
り
数
え
て
お
正
月

タテのカギ

2016年
新　春

締め切り
2016年2月1日（月）

午後5時

締め切り
2016年2月1日（月）

午後5時

　

子
ど
も
の
不
登
校
︑
い
じ
め
︑
発
達
の
問
題
や
︑
医
療
・

福
祉
に
ま
つ
わ
る
こ
と
ま
で
︑
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
が
変

化
し
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
間

近
に
診
て
い
る
小
児
科
の
先
生
方
か
ら
︑
他
科
の
先
生
方
︑

読
者
の
方
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
発
信
し
て
い
た
だ
く

シ
リ
ー
ズ
連
載
を
企
画
し
ま
し
た
︒ 

（
編
集
部
）

石 川 保 険 医 新 聞 第525号（15）2016年1月15日（毎月15日発行）
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駅
の
立
ち
食
い
そ
ば
は
、
列
車
ホ
ー
ム
上
で
営
業
し
、
列

車
待
ち
の
乗
客
相
手
に
「
早
く
出
し
て
腹
を
満
た
す
」
こ
と

が
目
的
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
命
、
味
は
二
の
次
。
そ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
歴
史
学
者
で
鉄
道
フ
ァ
ン
の
原
武
史
氏

が
、
あ
る
書
で
「
駅
そ
ば
も
い
ろ
い
ろ
、
食
べ
比
べ
も
面
白

い
」
と
書
い
て
い
た
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
せ
め
て
北

陸
線
の
福
井
、
金
沢
、
富
山
三
駅
の
食
べ
比
べ
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
秋
、
出
張
の
機
会
を
得
て
、
や
っ
と
そ

れ
が
実
現
し
た
。
食
べ
た
の
は
、
天
ぷ
ら
そ
ば
で
あ
る
。

ま
ず
は
福
井
駅
の
「
今
庄
そ
ば
」。
店
は
ホ
ー
ム
上
と
駅

の
玄
関
に
あ
る
が
、
私
が
食
べ
た
の
は
前
者
に
て
。
店
は

閑
散
と
し
て
い
た
。
福
井
は
「
越
前
そ
ば
」、
つ
ま
り
お
ろ

し
そ
ば
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
福
井
県
内
各
所
に
名
店
が
あ

る
。
だ
が
今
庄
そ
ば
は
、
関
西
風
薄
味
、
可
も
な
し
不
可
も

な
し
の
駅
そ
ば
と
の
印
象
で
あ
る
。
天
ぷ
ら
は
衣
が
で
か

く
、
エ
ビ
の
姿
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
四
百
円
也
。

金
沢
駅
の
「
白
山
そ
ば
」
は
、
油
谷
の
経
営
。
昔
は
牛

乳
も
売
っ
て
い
た
会
社
だ
と
思
う

が
。
店
は
ホ
ー
ム
上
に
は
す
で
に

な
く
、「
百
番
街Rinto

」
の
中

に
あ
り
分
か
り
に
く
い
。
で
も
、

け
っ
こ
う
流
行
っ
て
い
る
。
つ
ゆ

も
麺
も
ま
ず
ま
ず
。
だ
が
エ
ビ

は
、
大
き
な
衣
の
わ
り
に
小
ぶ

り
。
価
格
は
五
百
十
円
で
高
め
。

テ
ナ
ン
ト
料
が
反
映
し
て
い
る

の
か
。

富
山
駅
の
「
立
山
そ
ば
」
も
、

新
幹
線
開
業
を
機
に
ホ
ー
ム
で
の

営
業
を
や
め
、
富
山
駅
南
口
を
出

て
、
地
鉄
乗
り
場
寄
り
の
場
所
に

移
し
た
。
自
販
機
で
食
券
を
買
う

方
式
。
経
営
は
鱒
の
寿
司
で
有
名

な
「
源
」
で
あ
る
。
三
店
の
中
で

一
番
流
行
っ
て
い
た
。
ま
ず
は
大

き
な
エ
ビ
が
、
ど
ん
と
真
ん
中
に

鎮
座
。
感
激
で
あ
る
。
麺
は
柔
ら
か
め
、
つ
ゆ
は
関
西
風
で

結
構
い
け
る
。
こ
れ
で
四
百
円
は
良
心
的
で
あ
る
。

以
上
、
自
分
の
感
想
と
し
て
は
、「
立
山
そ
ば
」
が
味
も

値
段
も
一
番
で
あ
る
。
立
ち
食
い
そ
ば
の
、
早
い
け
ど
ま
ず

い
と
の
先
入
観
は
払
拭
さ
れ
た
。
三
店
と
も
一
定
の
水
準
に

あ
る
と
思
う
。
し
か
し
新
幹
線
開
業
で
、
も
は
や
ホ
ー
ム
で

北
陸
三
県
、
駅
そ
ば
食
べ
比
べ

喜
多　

徹（
野
々
市
市
・
内
科
）

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

冬
の
到
来
を
告
げ
る
ブ
リ
起

こ
し
の
天
候
の
中
、
に
こ
に
こ

顔
の
漁
師
さ
ん
が
定
期
通
院
の

た
め
来
院
さ
れ
ま
し
た
。「
毎

日
ブ
リ
の
顔
ば
っ
か
り
見
て
、

い
や
ー
に
な
る
わ
。
で
も
、
気

分
は
ウ
ハ
ウ
ハ
、
身
体
も
絶
好

調
や
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
今

晩
の
お
か
ず
は
「
寒
ブ
リ
」
だ

と
思
い
立
ち
、
妻
に
ブ
リ
の
刺

身
を
買
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
魚
屋
で

「
ブ
リ
は
一
つ
も
お
ら
ん
よ
」

と
言
わ
れ
、
ヒ
ラ
メ
の
刺
身
を

買
っ
て
き
ま
し
た
。
い
っ
た

い
、
ど
う
い
う
こ
と
～
。
ブ
ラ

ン
ド
化
し
た
「
の
と
寒
ぶ
り
」

は
、
地
元
の
者
に
と
っ
て
も
高

嶺
の
花
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

が
っ
か
り
し
て
い
た
ら
、
後
日

お
歳
暮
で
寒
ブ
リ
を
一
本
ま

る
ご
と
頂
き
、
刺
身
、
焼
き
、

シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
、
ブ
リ
大
根
へ

と
料
理
し
、
家
族
一
同
で
食
べ

尽
く
し
ま
し
た
。

冬
は
ク
ジ
ラ
、
春
は
山
菜
、

夏
は
サ
ザ
エ
・
・
・

私
が
暮
ら
す
能
登
町
の
漁
業

の
歴
史
は
遠
く
縄
文
時
代
に
ま

で
遡
る
よ
う
で
、
縄
文
真
脇
遺

跡
か
ら
は
石
器
の
刺
さ
っ
た
イ

ル
カ
の
骨
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
初
期
ま
で
イ
ル
カ
漁

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
ク
ジ
ラ
と
の
関
係
も
古

く
、
江
戸
時
代
に
は
捕
鯨
も
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
古
文
書

や
神
社
の
絵
馬
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
で

も
、
能
登
町
沿
岸
沖
合
に
仕
掛

け
ら
れ
た
定
置
網
に
、
ミ
ン
ク

ク
ジ
ラ
や
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
が
迷

い
込
み
、
魚
市
場
に
水
揚
げ
さ

れ
た
情
報
が
街
に
流
れ
る
と
、

八
百
屋
で
は
ネ
ギ
と
ゴ
ボ
ウ
が

売
れ
、
各
家
庭
で
の
ク
ジ
ラ
の

す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
に
供
さ

れ
る
の
で
す
。
特
に
冬
の
ク
ジ

ラ
が
お
い
し
く
、
ク
ジ
ラ
料
理

と
言
え
ば
冬
の
季
語
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、

里
山
が
季
節
の
主
役
と
な
り
ま

す
。
訪
問
診
療
の
た
め
山
間
部

を
回
っ
て
い
る
と
、
山
菜
採
り

で
山
に
入
っ
て
い
る
人
た
ち
の

車
が
所
々
に
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ん
ま
い
、
わ
ら
び
、
タ

ケ
ノ
コ
料
理
は
石
川
県
人
に

と
っ
て
は
珍
し
く
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
ち
ら
で
は
自
給
自
足

で
春
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
五
月
に
な
る
と
、
赤
崎

地
区
の
イ
チ
ゴ
畑
で
イ
チ
ゴ
狩

り
が
楽
し
め
ま
す
。
そ
し
て
七

月
上
旬
、
宇
出
津
の
あ
ば
れ
祭

の
こ
ろ
に
な
る
と
、
柳
田
産
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
が
収
穫
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
お
中
元
の
人
気
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま

ま
ポ
リ
ポ
リ
食
べ
て
も
お
い
し

い
し
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
入
れ
た

り
、
ジ
ャ
ム
に
し
て
食
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
夏
休
み
が

始
ま
る
と
家
族
で
近
く
の
海
へ

サ
ザ
エ
獲
り
に
出
掛
け
る
の
が

恒
例
行
事
で
し
た
。
サ
ザ
エ
が

百
個
以
上
獲
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
運
が
良
け
れ
ば
ア
ワ
ビ
、

タ
コ
、
モ
ズ
ク
も
獲
れ
ま
し

た
。
晩
御
飯
に
は
、
サ
ザ
エ
ご

飯
に
サ
ザ
エ
の
刺
身
、
つ
ぼ
焼

き
、
ア
ワ
ビ
の
刺
身
と
茹
で
ダ

コ
、
そ
し
て
モ
ズ
ク
の
酢
の
物

と
味
噌
汁
が
食
卓
に
並
び
ま
し

た
。
最
近
、
お
盆
の
こ
ろ
に
な

る
と
「
ア
ジ
の
な
れ
寿
し
」
を

ど
う
し
て
も
食
べ
た
く
な
り
ま

す
。
味
は
、
信
長
に
饗
応
さ
れ

た
家
康
が
光
秀
の
供
し
た
魚
料

理
を
腐
っ
て
い
る
と
言
っ
た
、

そ
ん
な
風
味
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
腐
っ
て
い
る
寸
前

の
究
極
の
発
酵
食
品
（
前
出
の

魚
屋
さ
ん
の
弁
）
と
も
評
さ
れ

る
こ
の
一
品
に
、
い
つ
し
か
は

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

秋
の
主
役
は
や
は
り
米

秋
は
、
能
登
里
山
里
海
が
本

領
を
発
揮
す
る
季
節
で
す
。
両

親
は
山
へ
コ
ケ
採
り
（
キ
ノ
コ

狩
り
）
に
、
私
は
海
へ
魚
釣
り

に
出
掛
け
て
い
ま
し
た
。
松
茸

が
数
本
採
れ
、
ど
や
顔
の
両
親

に
負
け
じ
と
釣
果
を
披
露
す
る

の
が
楽
し
み
で
し
た
。
山
で
は

時
に
マ
ム
シ
と
遭
遇
す
る
よ
う

で
、
そ
れ
を
捕
え
て
七
輪
で
網

焼
き
し
、
精
が
つ
く
か
ら
と
食

べ
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

収
穫
の
秋
の
主
役
は
、
や
は

り
主
食
の
米
で
し
ょ
う
。
わ
が

家
で
は
、
新
米
を
柳
田
の
親
戚

な
ど
か
ら
玄
米
の
状
態
で
頂

き
、
そ
の
日
食
べ
る
分
だ
け
家

庭
用
精
米
機
で
精
米
し
炊
飯
し

て
い
ま
す
。
炊
き
立
て
の
能
登

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
こ
れ
だ
け

で
芸
術
的
な
一
品
で
す
が
、
能

登
産
松
茸
と
採
れ
た
て
で
大
粒

の
能
登
栗
は
、
混
ぜ
る
に
値
す

る
秋
の
具
材
だ
と
思
い
ま
す
。

採
っ
て
き
た
松
茸
と
裏
庭
で

拾
っ
た
銀
杏
、
小
さ
く
切
っ
た

鶏
肉
、
海
老
、
白
菜
、
柚
子
で

構
成
さ
れ
る
松
茸
の
土
瓶
蒸
し

は
、
私
に
と
っ
て
お
ふ
く
ろ
の

味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奥
能
登
に
は
有
名
観
光
ガ
イ

ド
に
載
る
よ
う
な
ハ
イ
カ
ラ
な

レ
ス
ト
ラ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
里
山
里
海
か
ら
四
季
折
々

の
恵
み
を
享
受
し
た
、
お
い
し

い
生
活
が
あ
る
の
で
す
。

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え4面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独5 1 9
□ 4 2

6 2 7
8 5 9 6

3 1
2 4 9 5

6 3 7
3 8 □

9 1 8

囲 碁

（解答は 4 面にあります） （解答は 4 面にあります）

持
駒

　飛
桂

黒先　5分で１、２級以上
〈ヒント〉 欠け眼にして白の眼形
 を奪います。

〈ヒント〉 とどめは角の活用…。
 （10分で1級）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

桂

角

歩歩
玉

銀角

16年新年号は枠が5mm広いので、内容も広げてあります。
真ん中の線はそのままで、将棋が右に1.25mm、囲碁が左に-1.25mmずらしてあります。

の
立
ち
食
い
文
化
は
、
廃
れ
て
し
ま
う
の
か
。
旅
の
風
景
の
変
化

も
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

能登里山里海の
     おいしい生活
能登里山里海の

こんにち
は

橋本　琢生（能登町・胃腸科）

そ
の
9

左から福井駅「今庄そば」、金沢駅「白山そば」、富山駅「立山そば」の天ぷらそば

石 川 保 険 医 新 聞 2016年1月15日（毎月15日発行）（16）第525号


